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6月定例会

　

6
月
定
例
市
議
会
を
、
6
月
2
日
か
ら
28
日
ま
で
27
日
間

の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
専
決
処
分
を

行
っ
た
こ
と
の
報
告
の
ほ
か
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
や
条

例
の
一
部
改
正
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
25
件
の
議
案
に

つ
い
て
、
各
委
員
会
で
審
査
を
行
っ
た
後
、
本
会
議
で
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。
人
事
案
件
1

件
は
、
本
会
議
で
同
意
、「
豊
岡
市
基
本
構
想
の
策
定
に
つ

い
て
」
は
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
会
提
出
議
案
1
件
は
可
決
、
意
見
書
2
件
お

よ
び
請
願
2
件
は
採
択
し
ま
し
た
が
、
陳
情
2
件
に
つ
い
て

は
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　

次
の
議
案
に
つ
い
て
、
反

対
、
賛
成
の
討
論
が
あ
り
ま

し
た
が
、
表
決
の
結
果
、
い

ず
れ
も
原
案
可
決
と
な
り
ま

し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

　

29
年
度
の
1
人
当
た
り
の

医
療
費
の
伸
び
を
4
・
4
%

と
見
込
み
、
急
激
な
国
保
税

増
加
の
緩
和
を
図
る
た
め
、

前
年
度
繰
越
金
の
2
分
の
1

相
当
額
1
億
5
千
万
円
を
活

用
す
る
と
と
も
に
、
国
保
財

政
調
整
基
金
（
以
下
「
基
金
」

と
い
う
。）
1
億
円
を
取
り

崩
し
、
1
人
当
た
り
の
国

保
税
額
を
対
前
年
度
比
2
・

6
%
増
の
11
万
2
5
4
4
円

と
す
る
も
の
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

●
今
回
の
改
正
に
つ
い
て
29

年
度
は
、
1
人
当
た
り
2
・

6
%
増
の
11
万
2
5
4
4
円
、

金
額
に
し
て
2
7
4
9
円
の

引
き
上
げ
、
28
年
度
の
9
・

8
%
増
、
金
額
に
し
て
9 

8
0
9
円
の
大
幅
引
き
上
げ
、

合
わ
せ
る
と
1
万
2
5
5 

8
円
の
引
き
上
げ
に
な
る
。

3
億
円
の
黒
字
の
う
ち
1
億 

5
千
万
円
と
基
金
1
億
円
を

取
り
崩
し
て
国
保
税
の
減
税

に
す
る
と
説
明
が
あ
っ
た
が
、

国
保
加
入
者
は
所
得
が
低
く

経
済
的
に
も
弱
い
市
民
が
多

く
、
引
き
上
げ
を
し
な
い
提

案
を
す
る
べ
き
。

　

さ
ら
に
、
29
年
度
末
に
大

き
な
黒
字
が
予
想
さ
れ
、
基

金
は
大
き
く
残
る
こ
と
を
見

込
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
。

な
ぜ
な
ら
、
国
保
会
計
の
基

金
は
県
に
持
参
す
る
筋
合
い

の
も
の
で
は
な
く
、
基
金
が

増
え
残
る
こ
と
を
考
慮
し
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
昨
年
度
大
幅
に
引
き
上

げ
て
お
り
、
28
年
度
は
黒
字

分
す
べ
て
を
国
保
税
に
回
し

国
保
加
入
者
の
負
担
を
軽
減

す
る
べ
き
と
考
え
提
案
に
反

対
す
る
。

（
会
派
：
共
産
党
あ
お
ぞ
ら
議
員
）

賛
成
討
論
（
要
旨
）

●
医
療
費
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
国
保
財
政
の
健
全
な
運

営
が
今
ま
で
以
上
に
重
要
と

な
る
。
前
年
度
繰
越
金
の
2

分
の
1
相
当
額
1
億
5
千
万

円
に
加
え
、基
金
か
ら
1
億
円

が
充
当
さ
れ
、
対
前
年
度
比

2・6
％
増
の
11
万
2
5
4
4

円
と
な
っ
た
。
国
保
税
は
医

療
分
に
相
当
す
る
基
礎
課
税

分
だ
け
で
な
く
、
後
期
高

齢
者
支
援
金
等
課
税
分
並

び
に
介
護
納
付
金
課
税
分

の
財
源
に
な
る
。
国
保
税
と

し
て
、
軽
減
策
を
と
ら
な

か
っ
た
場
合
は
、
対
28
年
度

14
・
69
％
、
1
万
6
3
3
9

増
の
12
万
6
1
3
4
円
と
な

る
見
込
み
。
こ
の
案
は
、
豊

岡
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
の
答
申
を
尊
重
し
た
も

の
で
あ
る
。
30
年
度
か
ら
実

施
さ
れ
る
県※
単
位
化
に
向
け

て
、
さ
ら
な
る
計
画
的
な
運

用
と
医
療
費
の
適
正
化
に
努

め
、
国
保
財
政
の
健
全
な
運

営
を
求
め
て
賛
成
す
る
。

�

（
会
派
：
か
が
や
き
議
員
）

29
年
度
国
保
会
計
（
事
業
勘

定
）
補
正
予
算

　

1
人
当
た
り
の
国
保
税
額

を
11
万
2
5
4
4
円
と
見
込

ん
だ
上
で
、
基
金
1
億
円
、

前
年
度
繰
越
金
1
億
5
千
万

円
を
追
加
す
る
な
ど
、
補
正

後
の
予
算
総
額
を
1
1
2 

億
5
7
0
2
万
6
千
円
と
す

る
も
の
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

●
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

の
反
対
討
論
の
内
容
と
同
様

で
あ
り
、
反
対
す
る
。

（
会
派
：
共
産
党
あ
お
ぞ
ら
議
員
）

賛
成
討
論
（
要
旨
）

●
国
保
税
の
税
率
算
定
に
当

た
っ
て
は
、
社
会
情
勢
を
考

慮
し
、
中
長
期
的
な
視
野
に

立
っ
た
基
金
の
運
用
が
さ
れ

て
お
り
、
適
切
な
予
算
で
あ

る
。
国
民
健
康
保
険
は
、
被

保
険
者
の
全
体
の
相
互
扶
助

で
成
り
立
つ
社
会
保
障
制
度

で
あ
り
、
今
後
も
収
納
率
の

向
上
と
、
医
療
費
の
適
正
化

対
策
、
基
金
の
計
画
的
な
活

用
に
努
め
る
こ
と
を
要
望
し

賛
成
す
る
。

（
会
派
：
か
が
や
き
議
員
）

賛
否
が
分
か
れ
た
議
案

国民健康保険税条例
改正案など賛成多数で可決
医療費の伸びを見込み、１人当たり税額は11万2,544円

　旬な解説　
※国民健康保険制度改革（県単位化）とは
　現在市町村が運営する国保制度は、医療費の増加により全国
的に財政が脆弱化している。そのため30年度から都道府県も保
険者となり、広域化・財政基盤の拡大を図り、制度の安定化を
目指すこととなった。医療に係る給付費用は兵庫県が支払い、
本市は県が決定する納付金を支払うこととなる。なお、その財
源となる国保税の賦課徴収や資格管理、保健事業などは本市が
引き続き担うこととなっている。
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可
決
し
た
そ
の
他
の
議
案

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
購
入

　

市
内
消
防
団
に
配
備
す
る

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
3
台
と

小
型
動
力
ポ
ン
プ
2
台
、
ま

た
出
石
分
署
に
配
備
す
る
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
及
び
積
載

資
機
材
を
吉
谷
機
械
製
作
所

か
ら
購
入
し
よ
う
と
す
る
も

の
。

小
中
学
校
教
育
用
情
報
機
器

の
購
入

　

市
役
所
及
び
小
学
校
10
校

で
使
用
す
る
サ
ー
バ
2
台
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
1
2
2
台
、
パ

ソ
コ
ン
教
室
用
パ
ソ
コ
ン
99

台
、
校
務
用
パ
ソ
コ
ン
1 

5　
9
台
を
豊
岡
市
㈱
コ
ラ
ボ

ラ
ボ
か
ら
購
入
し
よ
う
と
す

る
も
の
。

報
告
第
11
号
「
豊
岡
ま
ち

づ
く
り
株
式
会
社
」、
第
12

号
「
一
般
社
団
法
人
豊
岡
観

光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」、
第

13
号
「
株
式
会
社
日
高
振
興

公
社
」、
第
14
号
「
株
式
会

社
シ
ル
ク
温
泉
や
ま
び
こ
」、

そ
れ
ぞ
れ
の
決
算
及
び
次
期

事
業
計
画
に
関
す
る
報
告
に

対
し
異
義
な
く
了
承
す
べ
き

も
の
と
し
た
。
な
お
、
委
員

会
意
見
を
付
す
こ
と
に
決
定

し
た
。

　

豊
岡
ま
ち
づ
く
り
株
式
会

社
に
つ
い
て
は
、
ア
ル
チ
ザ

ン
事
業
が
目
指
す
鞄
を
核
と

す
る
ま
ち
づ
く
り
に
好
影
響

を
も
た
ら
し
て
い
る
。
人
手

不
足
解
消
の
た
め
人
材
育
成

の
強
化
、
観
光
地
と
の
連
携

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
業
務

の
本
格
的
立
ち
上
げ
に
よ
る

経
営
改
善
を
さ
ら
に
進
め
ら

れ
た
い
。

　

一
般
社
団
法
人
豊
岡
観
光

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、

初
年
度
の
赤
字
に
続
き
次
年

度
も
赤
字
を
前
提
に
し
た
予

算
と
な
っ
て
い
る
。
補
助
金

あ
り
き
の
事
業
は
民
間
法
人

で
は
あ
り
え
ず
、
事
業
目
的

の
達
成
と
法
人
運
営
の
健
全

化
に
一
層
努
力
さ
れ
た
い
。

　

株
式
会
社
日
高
振
興
公
社

に
つ
い
て
は
、
神
鍋
温
泉
ゆ

と
ろ
ぎ
の
熱
源
に
つ
い
て
安

定
性
、
採
算
性
の
面
か
ら
ペ

レ
ッ
ト
利
用
か
ら
ガ
ス
利

用
へ
移
行
し
て
き
て
い
る
。

C
O
2
対
策
、
環
境
対
策
の

観
点
よ
り
改
め
て
ペ
レ
ッ
ト

の
利
活
用
に
つ
い
て
検
討
を

行
わ
れ
た
い
。

　

株
式
会
社
シ
ル
ク
温
泉
や

ま
び
こ
に
つ
い
て
は
、宿
泊
部

門
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
る

効
果
は
出
て
き
て
い
る
が
、年

間
を
通
し
た
利
用
者
の
確
保

に
向
け
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

29
年
度
6
月
補
正
予
算
の
主

要
事
業

除
雪
機
緊
急
整
備
事
業
補
助

金
　
補
正
予
算
額
2
千
万
円

　

区
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
が
共
助
に
よ
り
市
道
、

生
活
道
路
等
の
除
雪
を
行
う

た
め
に
購
入
す
る
除
雪
機
に

つ
い
て
購
入
経
費
の
一
部
を

補
助
す
る
も
の
。（
24
年
〜

27
年
度
の
制
度
の
復
活
）

ボ
ー
ト
競
技
合
宿
誘
致
　
補

正
予
算
額
1
4
0
万
円

　

2
0
2
0
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
に
お
け
る
ボ
ー
ト

競
技
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス

チ
ー
ム
の
強
化
事
前
合
宿
の

誘
致
の
た
め
に
、
9
月
24
日

か
ら
ア
メ
リ
カ
で
開
催
さ
れ

る
世
界
選
手
権
に
市
長
が
出

向
く
。
フ
ラ
ン
ス
チ
ー
ム
関

係
者
に
、
誘
致
に
向
け
て
の

交
渉
を
行
う
も
の
。

意見が分かれた
議案の賛否一覧表

　本会議での各議員の賛否を公開します。掲載のない
議案は全会一致で可決されました。
賛成は○、反対は×。棄権、除斥等は「―」。議長は採決に加
わらないので「／」で表示しています。

議……員……名

議……案……名……等

青
山　

憲
司

浅
田　
　

徹

伊
賀　
　

央

井
垣　

文
博

伊
藤　
　

仁

井
上　

正
治

上
田　

伴
子

上
田　

倫
久

奥
村　

忠
俊

関
貫
久
仁
郎

木
谷　

敏
勝

嶋
﨑　

宏
之

竹
中　
　

理

田
中
藤
一
郎

椿
野　

仁
司

西
田　
　

真

野
口　

逸
敏

広
川　

善
徳

福
田　

嗣
久

前
野　

文
孝

升
田　

勝
義

松
井　

正
志

村
岡　

峰
男

審
議
結
果

豊岡市国民健康保険税条例の一部を改正
する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ × 可

決
平成29年度豊岡市国民健康保険事業特別
会計（事業勘定）補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ × 可

決
平成28年陳情第２号　日高医療センター
問題に関する陳情書 × × ― × × × ○ × ○ × × × × × × × × × ／ × × × ○

不
採
択

一般質問のようす
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問　

廃
止
の
提
案
を
さ
れ
、

3
か
月
が
経
過
し
て
い
る

が
、
30
年
度
か
ら
の
廃
止
の

考
え
に
変
わ
り
は
な
い
の
か

答　

3
月
議
会
で
説
明
し
た

と
お
り
、
29
年
度
限
り
で
廃

止
す
る
考
え
に
変
更
は
な
い
。

問　

補
助
金
を
も
と
に
敬
老

会
が
実
施
さ
れ
、
年
に
一
度

と
は
い
え
、
楽
し
み
に
さ
れ

て
い
る
。
担
当
課
と
し
て
敬

老
会
開
催
事
業
を
ど
の
よ
う

に
評
価
し
て
い
る
の
か
、
ま

た
廃
止
の
方
針
に
対
す
る
高

齢
者
や
地
区
の
反
応
は
い
か

が
か

答　

地
区
で
工
夫
を
凝
ら
し
、

高
齢
者
の
方
の
生
き
が
い
に

な
っ
た
り
、
明
日
へ
の
活
力

に
よ
り
成
果
が
出
て
る
こ
と

は
認
め
る
。
た
だ
、
一
日
の

た
め
に
2
2
0
0
万
円
を
使

う
の
か
、
限
ら
れ
た
財
源
を

よ
り
効
果
的
に
使
う
と
い
う

道
を
探
る
こ
と
を
し
な
く
て

い
い
の
か
、
こ
の
よ
う
な
観

点
か
ら
、
今
回
の
見

直
し
に
至
っ
た
も
の

で
あ
る
。

問　

使
い
道
が
全
く

決
ま
っ
て
い
な
い
中

で
、
廃
止
を
前
提
と

せ
ず
敬
老
会
な
ど

高
齢
者
福
祉
や
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
目
的

交
付
金
と
し
て
渡
す

べ
き
だ
と
思
う
が

答　

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
へ
の
交
付
金
と
し

て
使
う
こ
と
も
選
択

肢
の
一
つ
。
市
の
施

策
と
し
て
使
う
こ
と

も
全
く
否
定
は
し
な

い
。
地
区
の
状
況
は

さ
ま
ざ
ま
で
、
現
時

点
で
高
齢
者
福
祉
に

限
定
し
て
し
ま
う
の

が
い
い
の
か
、
も
う

少
し
そ
こ
は
や
わ
ら

か
さ
を
持
た
せ
た
ほ

う
が
い
い
の
か
、
仮

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

交
付
金
を
出
す
場
合
で
も
そ

の
点
は
慎
重
に
議
論
し
、
検

討
し
て
い
く
。

共
感
は
得
ら
れ
て
ま
せ
ん
よ

伊藤　　仁 議員
（とよおか市民クラブ）

問　

参
加
者
の
少
な
い
市
民

懇
談
会
、
市
と
遠
く
な
っ
た

距
離
感
。
29
か
所
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
単
位
で
の

開
催
は
で
き
な
い
か

答　

平
成
18
年
の
懇
談
会
参

加
者
は
4
7
4
人
、
今
回
は

2
5
7
人
と
減
っ
て
い
る
が
、

実
感
と
し
て
大
体
こ
ん
な
も

の
と
思
う
。
基
本
構
想
と
い

う
抽
象
的
な
議
論
、
事
の
性

格
上
仕
方
な
い
。
ま
た
多
忙

で
、
29
か
所
の
コ
ミ
セ
ン
単

位
で
は
現
実
的
に
で
き
な
い
。

問　

市
域
が
広
く
な
っ
た
こ

と
が
合
併
後
の
最
大
の
デ
メ

リ
ッ
ト
と
思
う
。
市
と
の
距

離
感
が
遠
く
な
っ
た
。
答
弁

で
は
、
今
は
こ
う
な
っ
た
か

ら
仕
方
な
い
と
し
か
聞
こ
え

な
い
。
多
く
の
市
民
に
内
容

を
伝
え
て
ほ
し
い
が
、
本
当

に
無
理
な
の
か

答　

審
議
会
で
市
民
委
員
の

意
見
も
多
く
聞
い
て
い
る
。

成
案
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
て

い
く
か
を
十
分
に
考
え
る
が
、

個
別
の
説
明
会
開
催
は
考
え

て
い
な
い
。

問　

本
市
の
教
員
労
働
時
間

の
実
態
、
ま
た
過
剰
労
働
時

間
対
策
は
ど
の
よ
う
な
の
か

答　

週
当
た
り
、
小
学
校
12

時
間
50
分
、
中
学
校
17
時
間

ほ
ど
の
残
業
で
あ
る
。
県
教

委
推
奨
の
勤
務
時
間
適
正
化

推
進
プ
ラ
ン
等
を
積
極
的
に

活
用
し
て
い
る
が
、
最
大
要

因
は
児
童
生
徒
指
導
で
あ
る
。

専
門
員
を
増
員
し
教
職
員
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

問　

文
科
省
の
報
告
で
、
給

食
費
の
公
会
計
化
で
教
員
の

負
担
軽
減
が
図
れ
る
、
と
給

食
費
公
会
計
化

を
指
摘
。
子
ど

も
の
た
め
の
時

間
を
増
や
し
、

教
育
に
専
念
す

る
た
め
に
も
必

要
と
思
わ
れ
る

が
、
本
市
の
実

施
状
況
は
い
か

が
か

答　

実
施
に
は

予
算
が
必
要
で
、

一
部
折
衷
案
の

よ
う
な
私
会
計

的
な
も
の
を
使

っ
て
い
る
。

どうしたら、大勢の人に？

来年も会いたいな…

一 般 質 問市政を問う
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

帳
面
消
し
で
は
な
く

市
民
に
寄
り
添
っ
た
行
動
を
！

関貫久仁郎 議員
（かがやき）

法
令
遵
守
・
寄
り
添

う
時
間
へ
傾
注

遠
い
い
で　

よ
う
行

か
ん
わ

教
職
員
の
過
剰
労
働

敬
老
会
補
助
金
の
廃
止
!

祝　敬老会
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ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

問　

敬
老
会
の
補
助
金
が
な

く
な
れ
ば
、
敬
老
会
の
開
催

が
で
き
な
く
な
る
と
の
声
を

聞
く
。
市
民
と
の
対
話
と
共

感
の
上
で
結
論
を
出
し
て
欲

し
い
が
ど
う
か

答　

高
齢
者
の
意
見
を
聞
く

べ
き
だ
と
は
思
う
が
、
2 

2
0
0
万
円
の
使
い
道
に
つ

い
て
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
に
交
付
金
と
し
て

交
付
す
る
な
ど
を
検
討
し
て

い
る
。

問　

28
年
度
は
3
2
3
行
政

区
で
敬
老
会
を
開
催
し
て
い

る
。
一
年
に
一
度
の
敬
老
会

が
高
齢
者
の
元
気
の
元
に
な

っ
て
い
る
。
市
長
の
頭
の
中

に
も
っ
と
市
民
か
ら
出
た
意

見
を
入
れ
て
も
ら
い
た
い
が

ど
う
か

答　

一
年
に
一
度
楽
し
く
て

も
次
の
日
に
は
忘
れ
ら
れ
て

い
る
。
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
内
に
は
県
民
交
流
広

場
が
あ
り
、
年
間
を
通
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
み
方
に
も

使
っ
て
も
ら
い
た
い
。

問　

29
年
度
4
月
よ
り
ス
タ

ー
ト
し
て
、
公
民
館
が
廃
止

さ
れ
た
。
地
域
に
丸
投
げ
さ

れ
た
と
受
け
止
め
て
い
る
市

民
も
多
い
。
ス
タ
ー
ト
し
た

の
で
、
今
ま
で
の
公
民
館
よ

り
、
一
歩
進

ん
で
地
域
の

活
性
化
を
図

ら
ね
ば
な
ら

な
い
。
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の

運
営
に
は
財

源
と
人
材
が

必
要
だ
が
、

充
分
に
配
分

さ
れ
て
い
る

か
。
ま
た
、

36
年
度
か
ら

の
指
定
管
理

制
度
へ
の
見

通
し
は
ど
う

か答　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
立

ち
上
げ
に
携
わ
れ
た
人
た
ち

に
敬
意
を
表
す
る
。
交
付
金

は
人
口
割
と
均
等
割
に
し
た

が
、
組
織
の
基
礎
的
な
部
分

を
支
え
る
意
味
で
、
均
等
割

を
多
く
し
た
。
で
き
る
限
り

あ
り
方
方
針
に
沿
っ
て
、
10

年
後
指
定
管
理
に
す
る
が
、

軌
道
修
正
が
あ
る
か
も
わ
か

ら
な
い
。

問　

小
中
学
校
で
、
障
害
者

や
高
齢
者
福
祉
の
理
解
を
深

め
る
た
め
の
総
合
学
習
と
し

て
、
手
話
教
育
を
広
め
て
は

ど
う
か
。
他
の
自
治
体
で

は
、
手
話
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を

作
り
、
学
校
で
活
用
す
る
な

ど
、
先
進
的
な
取
組
み
を
し

て
い
る
所
も
あ
る
。
本
市
と

し
て
も
導
入
し
て
は
ど
う
か

答　

子
ど
も

た
ち
が
全
て

の
人
々
と
尊

重
し
合
い
、

心
豊
か
に
共

生
し
て
い
こ

う
と
い
う
力

を
つ
け
て
い

く
た
め
に
も
、

今
後
、
手
話

教
室
を
含
め

た
福
祉
教
育

の
取
組
み
が

充
実
す
る
よ

う
に
、
指
導

助
言
を
し
て

い
き
た
い
。
手
話
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
は
残
念
な
が
ら
認
識
し

て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら

先
進
校
の
こ
と
も
研
究
し
な

が
ら
検
討
し
た
い
。

問　

現
在
、
城
崎
で
は
観
光

客
が
と
て
も
多
く
、
歩
行
者

も
車
両
も
通
行
し
に
く
い
非

常
に
危
険
な
地
蔵
湯
前
交
差

点
の
信
号
を
、
安
全
確
保
の

た
め
に
歩
車
分
離
式
信
号
機

に
改
良
し
て
は
ど
う
か

答　

城
崎
地
蔵
湯
前
交
差
点

の
歩
車
分
離
式
信
号
機
の
導

入
は
、
警
察
に
問
い
合
わ
せ

た
と
こ
ろ
、
歩
行
者
の
待
機

ス
ペ
ー
ス
が
な
い
た
め
、
現

状
で
は
設
置
で
き
な
い
と
の

回
答
。
要
望
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
行
い
た
い
。

問　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
画

面
タ
ッ
チ
で
1
1
9
番
通
報

が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
消
防
本
部
が
増
え
て
い

る
。
聴
覚
や
言
語
機
能
に
障

害
の
あ
る
人
が
素
早
く
通
報

で
き
、
位
置
情
報
も
伝
え
ら

れ
る
の
が
利
点
だ
。
今
後
、

導
入
の
検
討
は
ど
う
か

答　

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は

承
知
し
て
い
る
。
今
後
、
国

の
動
向
を
注
視
し
、
必
要
に

応
じ
導
入
の
検
討
を
行
い
た

い
。

市政を問う

市
民
の
声
を
大
切
に
し
た

市
政
運
営
を

上田　伴子 議員
（日本共産党・あおぞら
豊岡市会議員団）

手
話
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
導
入
等

障
害
者
福
祉
の
充
実
を

西田　　真 議員
（ひかり）

手話ハンドブック〔入門編〕（鳥取県HPより引用）

高齢者の声を聞いてほしい

敬
老
会
へ
の
補
助
金

廃
止
の
撤
回
を

手
話
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
導
入

交
通
事
故
防
止
対
策

聴
覚
障
害
者
向
け
1
1
9

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
ス
タ
ー
ト
は
!
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問　

被
保
険
者
一
人
当
た
り

2
・
6
％
の
引
き
上
げ
で
11…

万
2
5
4
4
円
と
の
提
案
だ
。

金
額
に
し
て
2
7
4
9
円
の

増
額
と
な
る
。
昨
年
9
8
0…

9
円
の
引
き
上
げ
で
、
2
年

で
1
万
2
5
5
8
円
も
の
引

き
上
げ
で
あ
る
。
市
民
の
所

得
が
向
上
し
て
い
な
い
中
で

の
引
き
上
げ
の
見
解
は

答　

近
年
、
医
療
技
術
の
高

度
化
、
被
保
険
者
の
高
齢
化

等
に
よ
り
医

療
費
は
増
加

し
て
い
る
。

繰
越
金
の
活

用
や
基
金
の

取
り
崩
し
を

し
て
も
、
医

療
費
の
増
加

に
見
合
う
税

率
の
引
き
上

げ
は
や
む
を

得
な
い
。

問　

モ
デ
ル

世
帯
の
税

額
の
中
で
、

2
0
0
万
円

の
収
入
で
3
2
0
0
円
を
引

き
上
げ
て
、
22
万
6
0
0
円

で
あ
る
。
1
2
2
万
円
の
所

得
で
22
万
円
の
国
保
税
が
払

え
る
か
。
税
を
上
げ
な
い
方

策
は
検
討
し
た
の
か

答　

運
営
協
議
会
で
意
見
は

あ
っ
た
。
し
か
し
、
基
金
の

適
正
な
額
を
残
す
こ
と
な
ど

理
解
を
得
た
。

問　

被
保
険
者
の
生
活
実
態

に
寄
り
添
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
国
保
の
運
営
と
い
う
観

点
も
あ
る
が
、
被
保
険
者
の

暮
ら
し
の
実
態
が
軽
く
扱
わ

れ
て
い
る
。
暮
ら
し
を
守
る

観
点
は
な
い
の
か

答　

3
年
後
の
市
民
の
医
療

を
ど
う
守
る
か
と
い
う
こ
と

だ
。
基
金
を
多
く
取
り
崩
す

こ
と
は
3
年
、
4
年
目
に
医

療
制
度
そ
の
も
の
が
存
在
、

成
立
し
得
る
の
か
ど
う
か
。

医
療
制
度
が
成
立
し
な
い
と
、

自
分
で
医
療
費
を
払
え
る
も

の
し
か
医
療
を
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
に
な
る
。

問　

市
長
は
、
4
期
目
の
市

政
運
営
を
対
話
と
共
感
を
基

本
に
据
え
る
と
言
う
が
、
共

感
よ
り
説
得
す
る
目
線
に
な

っ
て
い
な
い
か

答　

上
か
ら
目
線
に
な
る
な

と
い
う
「
い
さ
め
の
言
葉
」

と
思
い
、
反
省
も
込
め
て
貫

い
て
い
き
た
い
。

国
保
税
、
ま
た
今
年
も

引
き
上
げ
る
の
か

村岡　峰男 議員
（日本共産党・あおぞら
豊岡市会議員団）

問　

ま
だ
十
分
に
食
べ
ら
れ

る
食
品
が
捨
て
ら
れ
て
し
ま

う
食
品
ロ
ス
に
つ
い
て
、
行

政
も
食
品
ロ
ス
ゼ
ロ
に
向
け

て
果
敢
に
取
り
組
む
べ
き
と

国
も
訴
え
て
い
る
。
市
も
市

民
運
動
の
意
識
向
上
を
図
る

一
つ
の
方
法
と
し
て
、
未
利

用
食
品
を
生
活
困
窮
者
や
児

童
養
護
施
設
に
届
け
る
フ
ー

ド
バ
ン
ク
事
業
の
取
組
み
を

行
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
実
施

に
ど
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ

る
か
。
市
内
に
子
ど
も
食
堂

が
で
き
た
と
聞
き
喜
ん
で
い

る
が
、
取
組
み
状
況
と
実
施

に
お
け
る
問
題
点
は
あ
る
か

答　

日
本
で
は
貧
困
世
帯
で

暮
ら
す
17
歳
以
下
の
子
ど
も

が
6
人
に
1
人
い
る
。
生
活

再
建
に
向
か
う
た
め
に
は
必

要
な
取
組
み
と
認
識
し
て
い

る
。
地
域
、
市
民
全
体
で
支

え
る
意
識
を
高
め
て
、
市
民

か
ら
食
料
の
寄
付
を
募
る
と

い
っ
た
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業

に
8
月
頃
を

目
途
に
取
り

組
む
。
運
営

に
当
た
り
問

題
点
は
食
料

の
継
続
的
な

調
達
、
倉
庫

の
確
保
、
食

料
の
消
費
期

限
の
管
理
、

支
援
の
回
数

の
事
前
調
整

な
ど
。
フ
ー

ド
バ
ン
ク
の

利
用
者
に
は

食
料
の
提
供
だ
け
で
な
く
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
と
い

っ
た
金
銭
支
援
も
必
要
。
実

施
団
体
の
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
現
在
7
日
間
と
し
て

い
る
が
、
さ
ら
に
支
援
期
間

の
延
長
も
検
討
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
食
堂
の
取
組
み
は

月
2
回
、
豊
岡
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
1
階
に
お
い
て
第

2
・
4
木
曜
に
開
設
し
て
い

る
。
引
き
こ
も
り
の
方
々
の

就
労
体
験
も
兼
ね
て
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
一
緒
に
活
動
し
て

い
る
。
問
題
点
は
食
料
の
調

達
が
厳
し
い
こ
と
、
生
活
困

窮
者
へ
の
周
知
、
継
続
の
た

め
の
市
民
や
協
力
店
か
ら
の

食
糧
支
援
な
ど
。

問　

是
非
こ
れ
を
機
会
に
市

民
活
動
が
ど
ん
ど
ん
向
上
す

る
よ
う
お
願
い
し
た
い
が

答　

地
域
の
市
民
全
体
で
支

え
て
い
く
意
識
を
高
め
る
狙

い
で
社
会
福
祉
協
議
会
を
主

体
に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
の

8
月
頃
の
立
ち
上
げ
に
努
め

て
い
き
た
い
。

一 般 質 問市政を問う
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
で

市
民
参
加
運
動
を
広
げ
よ
う

竹中　　理 議員
（公明党豊岡市議団）

優しい社会を目指して

対
話
と
共
感
は
市
民

目
線
で

いのちと健康を守る証「国保証」
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ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

問　

国
に
お
い
て
「
住
宅
宿

泊
事
業
法
案
」
が
審
議
成
立

の
見
込
み
だ
が
、
市
の
見
解

と
今
後
の
取
組
み
は

答　

特
に
家
主
不
在
型
が
、

非
常
に
大
き
な
問
題
を
秘
め

て
い
る
。

　

国
の
観
光
の
進
む
べ
き
方

向
は
、
安
売
り
で
な
く
質
の

高
い
も
の
を
提
供
し
、
や
り

が
い
の
あ
る
仕
事
を
作
る
方

向
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

城
崎
・
竹
野
・
神
鍋
の
観
光

に
と
っ
て
、
大
打
撃
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
。

　

生
活
環
境
の
悪
化
、
市
の

観
光
産
業
の
現
状
と
将
来
進

む
べ
き
方
向
に
照
ら
し
て
み

て
、
民
泊
は
プ
ラ
ス
要
素
が

少
な
い
。

　

法
律
が
施
行
さ
れ
る
と
、

法
律
の
範
囲
内
で
し
か
対
応

で
き
な
い
の
で
、
県
と
の
協

議
・
市
独
自
で
で
き
る
こ
と

が
な
い
の
か
、
検
討
を
重
ね

て
い
る
。

問　

本
市
の
民
泊
の
現
状
は

答　

詳
し
く
は
把
握
し
て
な

い
。

問　

バ
イ
オ
マ
ス
構
想
に
お

け
る
豊
岡
産
ペ
レ
ッ
ト
製
造

量
・
使
用
量
と
赤
字
状
況
に

つ
い
て
ど
う
か

答　

灯
油
化
石
燃
料
の
価
格

の
低
下
、
温
泉
施
設
の
入
込

み
客
の
減
少
に
お
け
る
経
費

削
減
に
よ
る

ペ
レ
ッ
ト
の

使
用
控
え
に

よ
る
も
の
だ
。

　

そ
う
い
う

状
況
で
北
但

東
部
森
林
組

合
と
市
で
経

費
縮
減
等
に

つ
い
て
点

検
・
話
し
合

い
を
し
て
い

る
。
引
き
続

き
温
泉
施
設

に
ペ
レ
ッ
ト

使
用
の
協
力
依
頼
を
行
っ
て

い
る
。

問　

太
陽
光
発
電
設
置
に
お

け
る
課
題
が
見
え
つ
つ
あ
る

が
ど
う
か

答　

市
の
区
域
で
市
の
景
観

条
例
を
制
定
し
て
い
る
。
面

積
に
よ
り
事
前
協
議
と
届
け

出
を
し
て
い
た
だ
く
。
農
地

転
用
、
開
発
関
係
は
別
途
の

規
制
に
な
る
が
、
小
規
模
な

も
の
に
つ
い
て
は
難
し
い
状

況
で
あ
る
。

問　

市
民
と
の
対
話
、
市
民

と
共
に
創
る
ま
ち
を
ど
の
よ

う
な
手
法
で
つ
く
る
の
か

答　

対
話
と
共
感
を
基
本
に

市
民
や
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を

通
し
て
共
通
の
目
標
達
成
に

向
け
議
論
し
、
協
働
の
中
で

創
り
上
げ
た
い
。　

問　

基
本
構
想
で
目
指
す
ま

ち
の
将
来
像
『
小
さ
な
世
界

都
市
』
は
高
齢
者
や
障
が
い

者
に
も
居
場
所
が
あ
り
、
生

き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
社
会
か

答　

世
界
か
ら
尊
敬
さ
れ
輝

く
た
め
に
は
、
違
い
を
認
め
、

多
様
性
を
受
け
入
れ
、
み
ん

な
で
協
働
し
て
結
論
を
出
し

て
い
く
と
い
う
ま
ち
の
あ
り

様
が
必
要
だ
。

問　

市
民
か
ら
の
声
も
あ
る

が
、
い
の
ち
へ
の
共
感
に
満

ち
た
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
理

念
を
学
校
教
育
の
中
で
取
り

上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か

答　

命
を
大
切
に
す
る
こ
と

は
教
育
の
一
丁
目
一
番
地
で

あ
る
。
条
例
に
ル
ビ
が
振
っ

て
あ
る
こ
と
は
子
ど
も
た
ち

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
り
、

良
い
教
材
と
し
て
検
討
す
る
。

問　

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
外
生

息
数
が
一
〇
〇
羽
を
超
え
る

の
を
機
会
に
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

を
大
空
に
返
す
と
い
う
約
束

を
胸
に
献
身
的
に
貢
献
さ
れ

た
関
係
者
を
顕
彰
し
、
そ
の

思
い
を
後
世
に
伝
え
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か

答　

松
島
興
治

郎
さ
ん
の
功
績

を
後
世
に
引
き

継
ぐ
も
の
と
し

て
検
討
す
る
。

ま
た
、
多
く
の

方
々
の
顕
彰
に

つ
い
て
も
時
期

や
タ
イ
ミ
ン
グ

を
考
え
な
が
ら

検
討
す
る
。

問　

朝
鮮
半
島

有
事
の
際
、
市

民
の
安
全
を
ど

の
よ
う
に
確
保

す
る
の
か
、
ま

た
、
漁
業
へ
の
影
響
は
ど
う

か答　

弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
に

つ
い
て
は
、
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
が
発
動
さ
れ
、
防

災
行
政
無
線
や
緊
急
通
報
メ

ー
ル
を
通
じ
て
市
民
に
伝
え

る
。
初
動
時
は
市
民
自
ら
安

全
対
策
を
取
っ
て
ほ
し
い
。

漁
業
へ
の
影
響
は
計
り
知
れ

ず
、
関
係
機
関
と
連
絡
を
密

に
と
っ
て
対
応
す
る
。

市政を問う

民
泊
へ
の
対
応
と
環
境
へ
の

取
組
み

井上　正治 議員
（とよおか市民クラブ）

中
貝
市
政
4
期
目

 

「
対
話
と
共
感
」
の
実
現
を

井垣　文博 議員
（とよおか市民クラブ）

小さな世界都市へー子どもたちの英語教育ー

ペレットボイラー設置施設（神鍋温泉ゆとろぎ）

民
泊
に
つ
い
て

環
境
へ
の
取
組
み
に

つ
い
て
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問　

文
部
科

学
省
は
、
地

域
住
民
と
学

校
が
目
標
や

ビ
ジ
ョ
ン
を

共
有
し
て
、

地
域
と
と
も

に
あ
る
学
校

づ
く
り
を
推

進
し
て
い
る
。

市
内
の
現
状

を
見
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
の

よ
う
な
仕
組

み
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る

か答　

評
議
員
制
度
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
を
利
用
し
て
、

地
域
住
民
の
参
画
に
よ
る
学

校
と
地
域
が
連
携
す
る
仕
組

み
が
あ
り
、
多
く
の
方
に
適

切
な
支
援
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
に
は
、
学
校
運
営
の
基
本

方
針
の
承
認
、
学
校
運
営
へ

意
見
を
述
べ
る
な
ど
の
条
件

が
あ
る
が
、
教
職
員
の
任
用

へ
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
課

題
と
な
っ
て
、
導
入
に
踏
み

切
れ
な
い
市
町
村
が
あ
る
。

今
後
も
国
の
動
向
や
導
入
済

み
の
市
町
の
情
報
を
収
集
し

な
が
ら
、
研
究
を
重
ね
た
い
。

問　

鞄
産
業
へ
の
支
援
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
、
芸
術
活

動
、
環
境
農
業
な
ど
、
市
が

政
策
的
に
力
を
入
れ
て
い
る

分
野
は
、
支
援
の
効
果
が
出

て
事
業
が
活
発
化
す
る
に
伴

い
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
出

て
く
る
。
市
が
積
極
的
に
支

援
し
て
い
る
分
野
で
、
起
業

に
つ
な
が
る
事
例
が
あ
る
か

答　

起
業
は
難
し
い
が
、
個

人
の
小
さ
な
起
業
や
す
で
に

事
業
を
行
っ
て
い
る
人
の
新

た
な
事
業
化
は
あ
り
得
る
。

城
崎
で
外
国
人
に
対
応
し
て

事
業
を
起
こ
し
た
人
も
い
る
。

市
内
の
ホ
テ
ル
周
辺
で
空
き

店
舗
を
活
用
し
た
飲
食
業
や
、

カ
バ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
鞄
シ

ョ
ッ
プ
や
鞄
と
合
わ
せ
た
カ

フ
ェ
な
ど
の
事
例
も
あ
る
。

問　

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
の
整
備
に
伴
い
、
ど
ん
な

メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
た
か

答　

鞄
協
会
は
フ
ロ
ア
の
無

償
譲
渡
に
よ
り
、
固
定
資
産

税
や
維
持
管
理
費
の
負
担
が

無
く
な
っ
た
。
地
場
産
セ
ン

タ
ー
は
貸
事
務
所
収
入
が
得

ら
れ
る
。
豊
岡
D
M
O
は
ス

ペ
ー
ス
を
利
用
す
る
人
と
の

つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

設
置
の
必
要
性
が
あ
る
か

松井　正志 議員
（とよおか市民クラブ）

鞄
産
業
な
ど
市
が
支
援
す

る
分
野
で
起
業
が
あ
る
か

問　

本
市
で
は
、
ど
の
よ
う

に
啓
発
し
、
行
動
を
と
っ
て

い
る
の
か

答　

毎
年
7
月
の
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
の
強
調
月
間

の
初
日
に
は
、
豊
岡
保
護
区

の
保
護
司
会
の
方
と
一
緒
に

な
っ
て
街
頭
で
の
広
報
パ
レ

ー
ド
に
市
の
幹
部
職
員
等
も

同
行
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
広
報

車
で
の
広
報
活
動
等
も
行
っ

て
い
る
。
強
調
月
間
と
い
う

こ
と
で
市
の
広
報
紙
、
防
災

無
線
で
の
放
送
、
市
庁
舎
前

の
懸
垂
幕
の
掲
揚
等
の
啓
発

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　
「
再
犯
の
防
止
等
の
推

進
に
関
す
る
法
律
」
に
つ
い

て
ど
う
取
り
組
む
の
か

答　

再
犯
防
止
推
進
計
画
を

踏
ま
え
て
、
地
方
の
再
犯
防

止
推
進
計
画
を
定
め
る
よ
う

努
力
義
務
が
規
定
さ
れ
て
い

る
。
国
の
計
画
の
策
定
を
受

け
都
道
府
県
や
市
町
村
に
対

し
て
の
通
達
を
確
認
し
動
き

を
見
極
め
、
対
応
を
考
え
る
。

問　

但
馬
・
豊
岡
に
お
け
る

専
門
職
大
学
の
位
置
づ
け
と

進
捗
状
況
は

答　

専
門
職
大
学
と
は
、
大

学
と
専
門
学
校
の
両
方
の
機

能
を
兼
ね
備
え
た
4
年
制
大

学
に
な
る
。

　

夏
ご
ろ
に
設
置
基
準
等
が

公
表
さ
れ
る
と
い
う
見
込
み

で
あ
り
、
兵
庫
県
で
検
討
が

な
さ
れ
る
。
本
市
で
は
、
高

等
教
育
機
関
の
状
況
調
査
、

学
生
確
保
の
見
通
し
、
人
材

確
保
の
動
向
の
ニ
ー
ズ
調
査
、

専
門
職
大
学

の
設
置
、
設

置
後
の
運
営

シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
等
を

行
う
調
査
業

務
の
委
託
事

業
者
を
募
集

し
、
6
月
中

旬
に
は
事
業

者
の
選
定
を

行
う
。

一 般 質 問市政を問う
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

犯
罪
の
な
い
安
全
・
安
心
な

地
域
づ
く
り
！

上田　倫久 議員
（かがやき）

社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
!

専
門
職
大
学
に
つ
い
て

犯罪のない安全・安心な社会の実現を！

学校は、今でも多くのボランティアのみなさんに支えられています
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ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

問　

現
在
行
わ
れ
て
い
る
子

育
て
支
援
対
策
で
、
子
育
て

世
帯
に
対
し
て
十
分
な
対
策

と
い
え
る
の
か

答　

ま
だ
ま
だ
や
る
べ
き
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、

不
十
分
と
い

わ
ざ
る
を
得

な
い
と
思
う

が
、
少
な
く

と
も
人
口
減

少
対
策
と
い

う
こ
と
に
お

い
て
い
え
ば
、

一
定
の
成
果

は
確
実
に
出

し
て
い
る
。

問　

今
後
、

本
市
と
し
て

子
育
て
支
援

策
等
が
あ
る

の
か

答　

人
口
減

少
対
策
と
い

う
観
点
の
み

な
ら
ず
、
命
へ
の
共
感
、
つ

ま
り
男
女
が
一
生
懸
命「
命
」

を
育
て
て
い
る
、
そ
の
こ
と

に
共
感
を
持
っ
て
な
ん
と
か

応
援
し
よ
う
と
い
う
観
点
か

ら
も
、
子
育
て
支
援
と
い
う

の
は
で
き
る
限
り
の
充
実
を

図
り
た
い
。

　

ま
た
、
現
場
の
声
を
届
け

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
で
き
る

だ
け
の
対
応
を
し
た
い
。

問　

高
等
学
校
の
通
学
費
は
、

1
人
、
1
万
5
千
円
ま
で
だ

が
、
2
人
以
上
に
も
な
る
と

非
常
に
大
き
な
負
担
に
な
る
。

今
後
の
新
し
い
試
み
と
し
て

軽
減
策
は
考
え
ら
れ
な
い
か

答　

現
在
の
と
こ
ろ
は
、
今

の
状
態
で
進
ん
で
い
く
の
が

良
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

観
光
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

等
、
大
き
な
強
み
と
な
り
得

る
農
産
物
の
地
産
地
消
に
つ

い
て
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
米
以
外

へ
の
支
援
策
に
つ
い
て
は
ど

う
か

答　

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
舞
と
い

う
よ
う
な
減
農
薬
タ
イ
プ
の

農
産
物
を
推
奨
し
て
お
り
、

地
産
地
消
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
が
、
豊
岡
の
農
産
物
に

つ
い
て
P
R
を
し
て
い
き
た

い
。

問　

市
長
と
し
て
4
年
間
の

新
任
期
に
、
こ
の
先
の
社
会

的
潮
流
を
ど
う
捉
え
、
先
を

読
む
の
か
。
さ
ら
に
今
後
具

体
化
さ
せ
る
課
題
は
何
か

答　

最
大
の
潮
流
は
人
口
減

少
だ
。
直
近
の
分
析
で
本
市

は
女
性
に
選
ば
れ
て
い
な
い
。

若
年
と
り
わ
け
女
性
に
つ
い

て
ど
う
対
応
す
る
か
非
常
に

重
要
で
実
現
す
る
可
能
性
を

探
り
た
い
。
小
さ
く
て
も
い

い
の
だ
と
住
む
人
々
が
ど
っ

し
り
し
た
態
度
を
持
つ
街
を

作
り
た
い
。
そ
の
方
向
性
や

基
礎
を
4
年
間
で
築
き
た
い
。

問　

15
年
ぶ
り
の
新
教
育
長

就
任
に
あ
た
り
嶋
教
育
長
は

今
後
の
豊
岡
の
子
ど
も
た
ち

の
学
び
に
つ
い
て
ど
ん
な
観

点
か
ら
進
め
る
の
か

答　

東
井
義
雄
先
生
は
、
子

ど
も
の
感
じ
方
、
思
い
方
、

考
え
方
は
子
ど
も
の
命
の
あ

ら
わ
れ
で
、
そ
れ
ら
を
粗
末

に
し
て
教
育
は
で
き
な
い
と

寄
り
添
う
教
育
の
重
要
さ
を

指
摘
し
た
。
こ
の
理
念
に
基

づ
き
施
策
を

展
開
し
た
い
。

一
方
で
先
を

見
据
え
た
教

育
も
必
要
で
、

ふ
る
さ
と
教

育
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
教
育
、
英

語
教
育
を
基

軸
と
し
た
豊

岡
ら
し
さ
の

あ
る
重
要
な

施
策
だ
。
現

場
は
多
忙
感

を
抱
え
た
と
思
う
が
今
年
は

や
り
切
る
こ
と
に
徹
し
た
い
。

学
校
園
が
元
気
で
子
ど
も
や

先
生
も
生
き
生
き
す
る
教
育

環
境
に
全
力
で
取
組
み
た
い
。

問　

経
済
的
事
情
に
よ
る
子

ど
も
た
ち
が
経
験
す
べ
き
実

体
験
の
剥
奪
は
子
ど
も
の
育

ち
、
気
づ
き
の
観
点
か
ら
大

い
な
る
損
失
だ
。
先
議
会
の

問
題
提
起
後
の
検
討
状
況
は

答　

本
年
度
庁
内
連
絡
会
議

を
開
催
し
貧
困
対
策
の
現
状

や
対
応
を
協
議
し
て
い
る
。

子
ど
も
の
就
学
率
、
高
校
の

中
退
率
な
ど
、
貧
困
に
対
す

る
指
標
に
市
の
把
握
が
可
能

か
、
困
難
な
場
合
は
そ
れ
に

か
わ
る
指
標
の
有
無
の
洗
い

出
し
を
進
め
る
。
実
態
調
査

が
必
要
な
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
実

施
も
検
討
す
る
。
今
洗
い
出

し
作
業
を
進
め
て
お
り
実
態

把
握
を
進
め
た
上
、
必
要
な

施
策
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

子
育
て
支
援
対
策
は

と
っ
て
も
重
要
だ

市政を問う

な
ん
と
い
っ
て
も

人
口
減
少
対
策
に
全
力
を
！

田中藤一郎 議員
（かがやき）

15
年
ぶ
り
の
新
教
育
長

教
育
に
懸
け
る
思
い
は
何
か

伊賀　　央 議員
（みらい）

何にもまして大切な子どもたちのさまざまな経験

楽しい親子交流をこれからもずーっと！

教
育
支
援
対
策
に
つ
い
て

地
域
産
業
支
援
に
つ
い
て
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問　

プ
ラ
ン
の
目
標
年
次
は

28
年
度
だ
が
進
捗
と
事
業
評

価
、
検
証
状
況
は
ど
う
か

答　

策
定
中
の
基
本
構
想
や

県
の
但
馬
地
域
都
市
計
画
区

域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
踏
ま

え
て
事
業
評
価
、
検
証
を
行

い
次
期
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
。

問　

策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

答　

今
年
度
、
庁
内
策
定
委

員
会
等
で
検
討
し
、
原
案
を

作
成
す
る
。
そ
の
後
、
都
市

計
画
審
議
会
等
の
審
議
を
経

て
平
成
30
年
に
策
定
予
定
だ
。

問　

兵
庫
県
C
G
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
で
は
、
本
市
の
13
小

学
校
と
6
中
学
校
の
学
校
関

連
施
設
が
土
砂
災
害
警
戒
区

域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
具

体
的
な
対
応
方
針
は
ど
う
か

答　

気
象
警
報
の
発
令
や
気

象
状
況
に
応
じ
て
安
全
確
保

の
観
点
か
ら
休
校
、
授
業
の

短
縮
を
し
て
い
る
。
防
災
マ

ッ
プ
を
活
用
し
た
防
災
教
育

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問　

ハ
ー
ド
対
策
の
認
識
は

ど
う
か

答　

着
実
に
対

策
を
進
め
て
い

た
だ
け
る
よ
う

県
に
働
き
か
け

て
い
き
た
い
。

問　

教
育
委
員

会
の
認
識
は

答　

危
険
な
道

路
や
箇
所
を
子

ど
も
た
ち
が
認

識
す
る
こ
と
も

大
事
だ
。
土
砂

災
害
が
起
き
る

よ
う
な
と
き
に

学
校
に
来
さ
せ

る
こ
と
は
な
い
。

問　

土
砂
災
害
は
、
い
つ
起

こ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
行
政

と
し
て
危
険
箇
所
の
早
急
な

対
策
は
学
校
施
設
の
安
全
管

理
上
必
要
だ
。
学
校
側
は
十

分
認
識
さ
れ
て
い
る
か

答　

危
険
箇
所
は
防
災
マ
ッ

プ
で
知
ら
せ
て
い
る
。

問　

各
学
校
に
簡
易
雨
量
計

は
設
置
さ
れ
て
い
る
の
か

答　

把
握
し
て
い
な
い
。

問　

指
定
箇
所
の
学
校
に
は

必
ず
雨
量
計
の
設
置
を
望
む
。

ま
た
、
防
災
担
当
の
先
生
は

状
況
を
認
識
さ
れ
て
い
る
か

答　

防
災
マ
ッ
プ
を
渡
し
て

い
る
の
で
当
然
承
知
し
て
い

る
と
思
っ
て
い
る
。

問　

子
ど
も
た
ち
の
学
校
・

園
生
活
の
安
全
確
保
を
お
願

い
し
た
い
が
ど
う
か

答　

各
学
校
の
危
険
度
に
つ

い
て
徹
底
し
た
い
。

問　

市
内
に
は
堤
防
の
な
い

地
域
が
存
在
す
る
。
命
に
か

か
わ
る
問
題
で
あ
り
優
先
的

に
取
り
組
む
べ
き
だ
。
日
高

町
江
原
、
宵
田
地
区
の
築
堤

工
事
は
工
期
が
大
幅
に
遅
れ

て
い
る
が
、
今
後
の
見
通
し

は答　

暫
定
対
策
と
し
て
大
型

土
の
う
を
設
置
し
た
。
市
と

し
て
予
算
獲
得
の
働
き
か
け

を
継
続
し
て
行
う
。

問　

そ
の
成
果
と
課
題
に
つ

い
て
説
明
を
求
め
る

答　

7
年
確
率
、
時
間
降
雨

量
44
・
1
㎜
で
、
日
高
市
街

地
の
内
水
氾
濫
状
況
の
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
解
析
を
実
施

し
た
。
浸
水
被
害
を
解
消
、

軽
減
す
る
た
め
の
案
の
検
討

お
よ
び
概
算

費
用
の
算
出

を
行
い
、
今

後
は
実
施
可

能
な
対
応
に

つ
い
て
検
討

す
る
。

問　

一
つ
の

案
と
し
て
日

置
区
の
樋
門

で
す
べ
て
の

内
水
を
円
山

川
に
排
水
す

る
案
が
あ
る

が
、
増
水
に

よ
り
樋
門
が
閉
じ
ら
れ
た
ら
、

日
置
区
・
日
高
区
、
最
も
標

高
の
低
い
鶴
岡
区
に
内
水
の

被
害
が
予
想
さ
れ
る
。
上
流

部
の
バ
イ
パ
ス
も
継
続
し
て

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か

答　

下
流
域
の
費
用
対
効
果

も
含
め
た
中
で
検
討
を
し
て

い
き
た
い
。

問　

内
発
型
産
業
育
成
の
取

組
み
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て

の
課
題
は
何
か

答　

企
業
の
成
長
意
欲
に
つ

い
て
は
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
う
こ
と
が
必
要
だ
。
経

営
支
援
は
各
団
体
が
行
っ
て

い
る
が
十
分
と
は
言
え
な
い
。

企
業
間
の
連
携
も
不
十
分
だ
。

但
馬
技
術
大
学
校
の
役
割
は

非
常
に
大
き
い
が
、
豊
岡
の

関
係
者
が
ど
の
よ
う
な
支
援

を
し
て
能
力
を
上
げ
て
い
く

の
か
、
企
業
や
団
体
と
ど
う

連
携
す
る
の
か
が
課
題
だ
。

一 般 質 問市政を問う
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
と

地
域
経
済
の
活
性
化
を

前野　文孝 議員
（かがやき）

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

と
学
校
等
の
防
災
計
画

青山　憲司 議員
（ひかり）

無
堤
防
地
域
の
治
水

工
事
の
早
期
完
成
を

日
高
地
域
流
域
現
況

調
査
業
務
に
つ
い
て

市
内
企
業
の
育
成
へ

の
課
題
は

水害に備えて堤防のない神社の境内に置かれた土のう

土砂災害警戒区域に指定されている通学路
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問　

円
山
川
堤
防
は
、
大
雨

で
の
越
水
時
に
お
け
る
、
の

り
尻
深
掘
れ
等
に
よ
る
決
壊

対
策
と
し
て
、
裏
の
り
尻
面

の
補
強
と
堤
防
天
端
を
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
で
固
め
て
天

端
か
ら
の
崩
壊
を
防
ぐ
工
事

を
、
29
年
度
か
ら
着
手
す
る

と
聞
い
て
い
る
が
、
場
所
等

は
決
定
し
た
の
か
。
ま
た
、

本
市
は
台
風
23
号
で
堤
防
決

壊
を
経
験
し
て
お
り
、
優
先

順
位
や
施
工
年
次
の
短
縮
等

の
働
き
か
け
を
市
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か

答　

越
水
時
に
決
壊
対
策
と

し
て
ブ
ロ
ッ
ク
等
の
工
事
を
、

円
山
川
右
岸
の
田
鶴
野
排
水

機
場
付
近
で
1
・
8
㎞
、
出

石
川
合
流
部
付
近
で
1
・
2

㎞
、
奈
佐
川
右
岸
堤
防
で
円

山
川
合
流
部
付
近
0
・
7
㎞

を
10
月
下
旬
か
ら
年
度
末
完

成
予
定
で
着
手
す
る
と
聞
い

て
い
る
。
堤
防
天
端
の
保
護

は
、
日
高
町
西
芝
地
区
0
・

1
㎞
は
施
工
済
み
、
江
原
地

区
0
・
3
㎞
は
築
堤
後
に
施

工
予
定
、
城
崎
町
桃
島
地
区

0
・
5
㎞
は
未
定
と
聞
い
て

い
る
。
ま
た
、
こ
の
事
業
は
、

32
年
度
ま
で
を
目
途
に
緊
急

に
実
施
さ
れ
る
事
業
と
聞
い

て
お
り
、
市
と
し
て
も
機
会

あ
る
ご
と
に
働
き
か
け
を
行

い
た
い
。

問　

円
山
川
堤
防
は
、
地
盤

に
よ
り
沈
下
の
度
合
い
も
違

う
た
め
、
堤
防
高
の
観
測
と

そ
の
デ
ー
タ
の
共
有
に
よ
る

低
い
箇
所
へ
の
土
の
う
積
み

等
の
水
防
対

策
も
必
要
と

考
え
る
が
ど

う
か

答　

堤
防
の

沈
下
調
査
の

た
め
、
高
さ

を
面
的
に
把

握
で
き
る
航

空
レ
ー
ザ
測

量
を
今
年
度

実
施
す
る
と

国
か
ら
聞
い

て
い
る
。
低

い
箇
所
が
判

明
す
れ
ば
、
土
の
う
積
み
等

は
台
風
接
近
時
に
す
る
よ
り

も
事
前
に
行
う
こ
と
が
よ
り

安
全
で
効
果
的
と
考
え
て
い

る
。
国
は
多
く
の
区
間
を
重

要
水
防
箇
所
に
位
置
付
け
て

い
る
が
、
優
先
箇
所
を
示
す

よ
う
お
願
い
し
、
消
防
団
や

自
主
防
災
組
織
と
情
報
を
共

有
し
よ
り
安
全
で
効
果
的
な

水
防
活
動
に
取
組
み
た
い
。

問　
「
不
要
な
人
々
」
と
い

う
文
言
は
、
こ
の
基
本
構
想

に
載
せ
る
べ
き
で
は
な
い
と

考
え
る
が
ど
う
か

答　

最
終
案
を
ま
と
め
る
際

に
も
う
一
度
考
え
た
い
と
思

う
が
必
要
だ
と
い
う
ふ
う
に

基
本
的
に
思
っ
て
い
る
。
基

本
構
想
は
目
的
地
と
そ
の
ル

ー
ト
を
示
す
だ
け
で
は
な
く

そ
の
ル
ー
ト
を
阻
害
す
る
よ

う
な
大
き
な
要
因
に
つ
い
て

明
確
に
書
い
て
お
く
必
要
が

あ
る
。
表
現
は
ど
う
な
の
か

ま
た
改
め
て
考
え
た
い
と
思

う
が
、
今
の
表
現
の
ほ
う
が

事
態
を
正
確
に
表
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
。

問　
「
今
ま
で
敬
老
の
日
を

行
政
と
一
緒
に
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
か
ら

感
謝
し
ま
す
。
た
だ
、
対
象

者
が
増
え
て
き
て
い
る
の
で
、

よ
り
一
層
の
効
果
的
な
こ
と

を
考
え
る
た
め
に
一
年
間
の

猶
予
を
も
ら
い
た
い
。」
と

一
言
言
わ
れ
る
と
受
け
取
り

方
が
違
う
と
思
う
が
。
今
ま

で
行
政
と
一
緒
に
な
っ
て
取

り
組
ん
で
も
ら
っ
た
方
々
に

ま
ず
は
感
謝
を
伝
え
、
そ
の

上
で
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
進
む

こ
と
を
強
く
望
む
が
ど
う
か

答　

こ
れ
ま
で
支
え
て
い
た

だ
い
た
方
々
の
努
力
に
つ
い

て
の
感
謝
を
も
ち
ろ
ん
持
っ

て
い
る
し
敬
老
の
日
の
意
義

を
否
定
し
て

い
る
わ
け
で

は
な
い
。
も

っ
と
よ
り
良

い
ほ
う
に
使

う
方
法
が
あ

る
の
で
は
な

い
か
と
言
っ

て
い
る
わ
け

で
、
お
金
が

惜
し
く
て
で

は
な
い
と
い

う
こ
と
を
理

解
い
た
だ
き

た
い
。

問　

学
校
の

ク
ラ
ブ
で
音

楽
が
満
足
に
で
き
な
い
状
況

に
あ
る
。
必
要
な
楽
器
を
確

保
し
、
良
好
な
状
態
で
維
持

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か

答　

楽
器
購
入
を
目
的
と
し

た
予
算
と
し
て
毎
年
度
3
校

ず
つ
、
中
学
校
が
9
校
あ
る

た
め
3
年
に
一
回
、
上
乗
せ

し
て
購
入
費
を
配
分
し
必
要

楽
器
を
購
入
し
て
い
る
。

市政を問う
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

円
山
川
の
堤
防
補
強
と

水
防
対
策
は

浅田　　徹 議員
（かがやき）

対
話
と
共
感
を
目
指
し
た

 

基
本
構
想
に

木谷　敏勝 議員
（かがやき）

思いきり楽しんで演奏してください！

堤防裏のり尻の補強（円山川・危機管理型ハード対策）



とよおかし議会だより　2017.8.25  ○12

一 般 質 問市政を問う
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

問　

災
害
時
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
自
主
防
災
組
織

へ
の
配
布
と
市
民
周
知
は

答　

簡
易
版
を
送
付
し
て
お

り
、
今
後
説
明
会
を
行
い
た

い
。

問　

住
民
参
加
の
避
難
所
運

営
訓
練
実
施
が
必
要
で
は
な

い
か
。
実
施
状
況
と
必
要
性

は答　

一
つ
の
区
が
実
施
。
そ

れ
以
外
は
実
施
し
て
い
な
い
。

今
後
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
単
位
の
実
施
を
促
進
し

た
い
。

問　

現
在
豊
岡
駅
に
4
台
設

置
し
て
あ
る
が
、
今
後
増
設

は答　

犯
罪
抑
止
に
重
点
を
お

く
な
ど
警
察
と
意
見
が
一
致

す
れ
ば
設
置
の
検
討
を
し
た

い
。

問　

学
校
園
で
の
増
設
も
必

要
だ
が
ど
う
か

答　

必
要
性
を
感
じ
て
い
る

の
で
、
学
校
、
警
察
等
と
協

議
し
て
い
き
た
い
。

問　
「
ア
ー
ト
シ
ー
ズ
ン
2…

0
1
7
」
は
昨
年
と
ど
う
違

う
か

答　

期
間
、
事
業
数
を
拡
大

し
、
夏
・
冬
の
2
会
期
制
と

す
る
。
新
規
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

特
徴
は
①
子
ど
も
た
ち
が
質

の
高
い
文
化
芸
術
に
触
れ
る

機
会
の
充
実
、
②
参
加
体
験

型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
充
実
、
③

他
市
町
と
の
文
化
交
流
、
④

外
部
の
若
い
人
た
ち

に
出
番
を
作
る
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
で
あ
る
。

問　

ア
ー
ト
シ
ー
ズ

ン
2
0
1
7
に
高
校

部
活
の
書
道
部
、
陶

芸
部
な
ど
の
活
躍
を

宣
揚
で
き
な
い
か

答　

頑
張
っ
て
い
る

高
校
生
を
応
援
す
る

こ
と
は
と
て
も
大
切

だ
。
昨
年
も
豊
岡
ア

ー
ト
シ
ー
ズ
ン
・
と

よ
お
か
縁
日
で
会
場

を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
。

今
年
も
市
内
す
べ
て
の
高
校

に
声
を
か
け
、
多
く
の
高
校

生
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

昨
年
以
上
の
賑
わ
い
を
つ
く

り
た
い
。

問　

出
石
出
身
の
書
道
家
で

京
都
を
拠
点
に
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
を
こ
の
企
画
に
参
入

し
て
い
た
だ
け
ば
大
変
盛
り

上
が
る
と
思
う
が
、
今
後
検

討
で
き
な
い
か

答　

今
後
検
討
し
て
み
た
い
。

頑張る高校生！（地元高校生による書道パフォーマンス）

自
主
防
災
組
織
で
災
害
時

避
難
所
運
営
訓
練
実
施
を

広川　善徳 議員
（公明党豊岡市議団）

問　

医
師
不
足
が
続
く
中
、

政
府
の
指
導
に
よ
り
、
平
成

20
年
豊
岡
病
院
組
合
改
革
プ

ラ
ン
を
策
定
し
実
践
し
て
き

た
。
計
画
よ
り
成
果
を
上
げ

て
い
る
の
に
大
幅
赤
字
予
算

だ
。
国
の
指
導
は
正
し
か
っ

た
の
か

答　

責
任
者
で
は
な
い
の
で

病
院
組
合
で
議
論
さ
れ
た
い

が
、
問
題
は
医
療
費
抑
制
の

方
針
の
も
と
平
均
在
院
日
数

の
短
縮
、
延
べ
患
者
の
抑
制

が
大
き
な
要
因
だ
。

問　

病
院
経
営
が
厳
し
く

な
っ
た
の
は
医
師
不
足
と
い

わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
病

院
や
市
民
に
そ
の
責
任
が
あ

る
の
で
は
な
く
、
根
本
的
に

は
国
の
政
策
に
あ
る
。
29
年

度
か
ら
始
ま
る
新
改
革
プ
ラ

ン
の
医
師
確
保
計
画
に
県
の

養
成
医
師
派
遣
が
記
さ
れ
て

い
な
い
の
は
な
ぜ
か

答　

但
馬
へ
の
派
遣
は
優
遇

さ
れ
て
き
た
。
日
高
は
神
戸

大
か
ら
の
派
遣
を
受
け
て
お

り
、
県
は
こ
れ
ま
で
か
ら
派

遣
し
て
き
た

病
院
を
優
先

す
る
と
聞
い

て
い
る
。

問　

改
革
プ

ラ
ン
に
3
病

院
（
豊
岡
・

日
高
・
出
石
）

の
再
編
が
書

か
れ
て
い
る
。

こ
れ
の
意
味

は
何
か

答　

3
病
院

の
再
編
自
体

は
、
日
高
の

第
1
期
整
備

事
業
終
了
後
、
中
・
長
期
的

課
題
と
し
て
い
る
。
現
段
階

で
コ
メ
ン
ト
で
き
な
い
。

問　

但
馬
の
医
療
機
関
が

示
し
た
必
要
病
床
数
は
1…

4
3
8
床
。
兵
庫
県
が
示
し

た
但
馬
医
療
圏
構
想
に
は
平

成
37
年
1
4
0
0
床
。
仮
に

日
高
病
院
が
30
床
に
な
れ
ば

66
床
減
で
1
3
7
0
床
と
な

り
必
要
病
床
数
を
大
幅
に
割

る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か

答　

数
も
大
切
だ
が
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
方
向
に
修

正
し
て
い
く
作
業
が
必
要
だ
。

当
面
の
日
高
医
療
セ
ン
タ
ー

の
経
営
状
況
や
医
師
の
置
か

れ
て
い
る
状
況
、
ま
た
施
設

の
耐
震
性
が
な
い
と
い
う
こ

と
で
建
て
替
え
よ
う
と
し
て

い
る
。
そ
の
後
、
中
・
長
期

の
見
直
し
の
中
で
適
切
な
も

の
は
何
か
と
い
う
議
論
が
さ

れ
て
い
く
。

市
内
3
病
院
は
再
編
で
な
く
、

充
実
整
備
が
必
要
だ

奥村　忠俊 議員
（日本共産党・あおぞら
豊岡市会議員団）

建て替えを待つ非耐震の本館（日高医療センター）

防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
を

文
化
芸
術
振
興
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〔
要
旨
〕

　

公
立
豊
岡
病
院
日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
計
画
の
策

定
に
当
た
り
、
地
域
住
民
等
の
要
望
意
見
等
を
聴
取
す
る
こ

と
を
求
め
る
。

〔
委
員
長
報
告
要
旨
〕

　

委
員
会
に
お
い
て
慎
重
に
審
査
す
る
中
、
不
採
択
の
立
場

か
ら
、「
昨
年
９
月
、
公
立
豊
岡
病
院
組
合
主
催
の
『
地
域

医
療
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
に
お
い
て
方
向
性
が
示
さ

れ
、
入
院
機
能
を
30
床
残
す
な
ど
計
画
変
更
が
行
わ
れ
、
住

民
と
の
意
見
交
換
も
行
わ
れ
て
き
て
お
り
、
本
陳
情
趣
旨
は

概
ね
達
成
で
き
た
も
の
と
理
解
す
る
。
よ
っ
て
本
陳
情
は
不

採
択
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

一
方
、
採
択
の
立
場
か
ら
「
市
民
の
声
が
十
分
に
反
映
さ

れ
た
と
思
え
な
い
。
議
論
も
尽
く
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
陳
情

は
採
択
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

こ
の
た
め
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
賛
成
少
数
に
よ
り
不
採

択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　

な
お
、
本
会
議
で
、
委
員
長
報
告
に
対
し
、
会
派
「
日
本

共
産
党
・
あ
お
ぞ
ら
豊
岡
市
会
議
員
団
」
議
員
よ
り
反
対
討

論
、
会
派
「
か
が
や
き
」
議
員
よ
り
賛
成
討
論
が
行
わ
れ
、

起
立
採
決
の
結
果
、
反
対
者
少
数
に
よ
り
委
員
長
報
告
の
と

お
り
不
採
択
と
な
っ
た
。

郵
便
局
に
お
け
る
違
法
契
約
に
関
す
る
陳
情
書

�

全
会
一
致　

不
採
択

提
出
者　

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
田
垣　
　

徹

〔
委
員
長
報
告
要
旨
〕

　

保
険
契
約
に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
は
、
民
民
の
問
題
で
あ
り
、

市
議
会
の
権
限
は
及
ば
な
い
。
よ
っ
て
不
採
択
と
せ
ざ
る
を

得
な
い
。

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に
関
す
る
意
見
書

全
会
一
致　

可
決

〔
要
旨
〕

　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合
が
２
分
の
１
か

ら
３
分
の
１
に
縮
小
さ
れ
、
地
方
交
付
税
に
依
存
す
る
度
合

い
が
高
ま
っ
た
。

　

教
育
予
算
は
未
来
へ
の
先
行
投
資
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

が
ど
こ
で
生
ま
れ
育
っ
た
と
し
て
も
、
等
し
く
良
質
な
教
育

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
憲
法
の
保
障
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

次
の
事
項
に
つ
い
て
、
特
段
の
配
慮
を
さ
れ
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
。

①　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
に
つ
い
て
、
制
度
を
堅
持

す
る
こ
と
。

　
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
時
間
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書

全
会
一
致　

可
決

〔
要
旨
〕

　

学
校
現
場
に
お
い
て
課
題
が
複
雑
化
・
困
難
化
す
る
中
で
、

子
ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か
な
学
び
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
教

材
研
究
や
授
業
準
備
の
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
る
。
教
職
員
が
心
に
ゆ
と
り
を
持
ち
、
子
ど
も
た
ち
と
向

き
合
う
こ
と
は
欠
か
せ
な
い
。

　

し
か
し
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合
が
縮

小
さ
れ
、
地
方
交
付
税
削
減
の
影
響
、
厳
し
い
財
政
状
況
な

ど
か
ら
、
自
治
体
に
お
い
て
教
育
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
は

困
難
に
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
社
会
全
体
と
し
て
、
所
得
の
違
い
が
教
育
格
差
に

つ
な
が
っ
て
き
て
い
る
。
日
本
の
教
育
予
算
を
国
全
体
と
し

て
、
し
っ
か
り
確
保
・
拡
充
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
次
の
事

項
に
つ
い
て
、
特
段
の
配
慮
を
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

意　
　

見　
　

書

請　
　
　
　
　

願

意見書・請願・陳情

①
「
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
時
間
の
確
保
」
を
は
か
り
、

き
め
の
細
か
い
教
育
の
実
現
の
た
め
に
、
少
人
数
学
級
を
推

進
す
る
こ
と
。

②
学
校
施
設
整
備
費
、
就
学
援
助
・
奨
学
金
、
学
校
の
安
全

対
策
な
ど
、
教
育
予
算
の
充
実
の
た
め
、
地
方
交
付
税
を
含

む
国
の
予
算
を
拡
充
す
る
こ
と
。

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に
関
す
る
件み

な
し
採
択

提
出
者　

豊
岡
市
教
職
員
組
合

執
行
委
員
長　

藤
本　

丈
永

子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
時
間
の
確
保
に
関
す
る
件

�

み
な
し
採
択

提
出
者　

豊
岡
市
教
職
員
組
合　

執
行
委
員
長　

藤
本　

丈
永

　

以
上
の
２
件
の
請
願
書
は
同
趣
旨
の
意
見
書
案
を
先
に
可

決
し
た
こ
と
に
よ
り
、
み
な
し
採
決
と
な
り
ま
し
た
。

日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
問
題
に
関
す
る
陳
情
書

　

�

不
採
択

提
出
者　

豊
岡
市
日
高
町
上
石
16
の
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
谷
英
子
ほ
か
3
名

陳　
　
　
　
　

情
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常任委員会 視察報告

総
務
委
員
会　
4
月
24
日
〜
26
日

文
教
民
生
委
員
会　
５
月
16
日
〜
18
日

建
設
経
済
委
員
会　
５
月
17
日
〜
19
日

救急救命九州研修所（福岡県北九州市）

自動車文庫。市内55か所を月1
回巡回（北海道旭川市）

救
急
救
命
士
の
養
成
に
向

け
た
取
組
み

（
救
急
救
命
九
州
研
修
所
）

　
「
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
ケ

ア
」
と
い
う
急
病
人
の
病

院
搬
送
ま
で
の
応
急
手
当

の
充
実
を
目
的
に
設
立
さ

れ
た
研
修
所
に
お
い
て
、

人
体
模
型
を
使
用
し
た
高

度
な
救
護
処
置
を
施
す
処

置
拡
大
研
修
等
を
視
察
し

た
。
救
命
士
の
迅
速
な
動

作
か
ら
は
一
刻
を
争
う
緊

張
感
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

　

研
修
所
に
は
、
福
岡
大

学
、
久
留
米
大
学
な
ど
か

ら
専
任
教
授
（
医
師
）
が

派
遣
さ
れ
全
国
の
救
命
士

の
養
成
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
本
市
に
お
い
て
も
病

院
と
救
急
現
場
の
連
携
強

化
で
一
層
の
救
命
率
向
上

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育

振
興

（
北
海
道
千
歳
市
）

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
各

教
室
へ
の
電
子
黒
板
の
設

置
な
ど
充
実
し
た
機
器
等

の
整
備
が
行
わ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
教
員
の
知
識
や
技

能
の
習
得
の
た
め
の
研
修

が
組
織
的
に
行
わ
れ
て
い

た
。
本
市
も
、
魅
力
の
あ

る
授
業
の
展
開
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
教
育
を
推
進

し
た
い
。

旭
川
市
中
央
図
書
館
の
運

営（
北
海
道
旭
川
市
）

　

開
館
時
間
の
9
時
30
分

へ
の
繰
り
上
げ
や
、
飲
食

コ
ー
ナ
ー
の
設
置
な
ど
、

本
市
の
図
書
館
と
の
違
い

を
感
じ
た
。
特
に
自
動
車

文
庫
で
は
、
2
台
の
車
両

を
使
い
、
地
域
を
回
り
本

の
貸
出
し
を
行
っ
て
い
る
。

大
変
喜
ば
れ
て
い
る
様
子

が
う
か
が
え
た
。
本
市
も
、

市
民
に
親
し
ま
れ
る
図
書

館
と
な
る
よ
う
に
議
論
を

深
め
て
い
き
た
い
。

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
神
楽
・

神
楽
保
育
所
複
合
施
設

（
北
海
道
旭
川
市
）

　

高
齢
者
福
祉
施
設
と
保

育
所
の
複
合
施
設
で
あ
り
、

野
菜
の
植
え
付
け
、
収
穫
、

本
の
読
み
聞
か
せ
等
の
世

代
間
交
流
を
推
進
し
て
い

た
。
こ
れ
ま
で
の
縦
割
り

行
政
で
は
考
え
ら
れ
な
い

複
合
施
設
で
あ
り
、
本
市

に
お
い
て
も
考
慮
す
べ
き

事
例
だ
と
感
じ
た
。

旭
山
動
物
園
運
営
に
お
け

る
教
育
連
携

（
北
海
道
旭
川
市
）

　

園
内
の
ガ
イ
ド
や
体
験

学
習
の
ほ
か
、
職
員
が
学

校
に
出
向
く
出
張
授
業
も

行
っ
て
い
る
。
動
物
園
を

一
つ
の
教
材
と
し
た
命
の

教
育
、
生
涯
学
習
な
ど
と

の
教
育
連
携
の
取
組
み
に

感
銘
を
受
け
た
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

取
組
み

（
福
島
県
福
島
市
）

　

自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
分
野
で
小
河
川
を
利
用

し
た
小
水
力
発
電
、
さ
ら

に
温
泉
に
よ
る
蒸
気
と
熱

水
を
利
用
し
た
発
電
を
視

察
し
た
。
同
じ
河
川
水
系

で
の
発
電
で
、
下
流
に
広

が
る
旅
館
街
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
ま
か
な
お
う
と
い
う

「
福
島
で
こ
そ
」
の
意
欲

と
必
然
性
を
感
じ
た
。

宇
都
宮
ブ
ラ
ン
ド

（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）

　

宇
都
宮
市
は
栃
木
県
の

県
都
で
あ
る
。「
住
め
ば

愉
快
だ　

宇
都
宮
」
を
ブ

ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
、
マ
ス

コ
ッ
ト
の
活
用
、
東
京
圏

へ
の
情
報
発
信
な
ど
と
、

を
願
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

移
住
・
定
住
の
促
進
に
向

け
た
取
組
み

（
大
分
県
豊
後
高
田
市
）

　

豊
後
高
田
市
は
「
住
み

た
い
田
舎
」
に
5
年
連
続

で
ベ
ス
ト
3
に
選
ば
れ
た

ま
ち
で
、
子
育
て
支
援
、

空
き
家
バ
ン
ク
、
新
婚
生

活
応
援
な
ど
多
く
の
移
住

支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
展
開
さ

れ
、
昨
年
度
は
1
4
2
世

帯（
3
0
7
人
）の
移
住
実

績
を
上
げ
て
い
る
。

（
福
岡
県
糸
島
市
）

　

糸
島
市
で
は
、
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
「
子

育
て
期
」
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
配
置
、
マ
イ
ホ
ー
ム

取
得
奨
励
金
制
度
、
銀
行

と
の
連
携
な
ど
多
く
の
支

援
メ
ニ
ュ
ー
が
目
を
引
い

た
。
さ
ら
に
九
州
大
学
伊

都
キ
ャ
ン
パ
ス
の
移
転
に

よ
る
環
境
の
優
位
性
を
利

用
し
た
誘
引
施
策
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
本

市
と
し
て
参
考
に
す
べ
き

内
容
が
多
く
あ
っ
た
。

土湯温泉16号源泉バイナリー発
電所（福島県福島市）

地
方
の
都
市
が
県
都
で
あ

っ
て
も
、
過
疎
化
・
人
口

減
対
策
と
し
て
知
恵
を
絞

っ
て
い
る
こ
と
が
見
え
た
。

移
住
定
住

（
栃
木
県
栃
木
市
）

　

宝
島
社
の
「
2
0
1
7

年
版
住
み
た
い
田
舎
ベ
ス

ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」の
中
の

若
者
世
代
・
子
育
て
世
代

の
両
部
門
で
全
国
1
位
と

評
価
さ
れ
た
街
。「
突
出
し

て
悪
い
こ
と
も
良
い
こ
と

も
な
い
、平
均
点
が
評
価

さ
れ
た
。」と
担
当
者
は
分

析
し
て
い
る
。往
々
に
し

て
抜
き
ん
出
た
事
業
や
取

組
み
が
評
価
さ
れ
や
す
い

が
、
平
均
的
な
取
組
み
が
、

結
果
と
し
て
、そ
こ
に
住

む
住
民
の
幸
せ
と
な
る
の

で
は
な
い
か
と
痛
感
し
た
。

　

さ
ら
に
、
デ
パ
ー
ト
を

1
階
に
展
開
し
、
そ
の
ビ

ル
の
2
階
以
上
を
市
庁
舎

と
し
て
い
る
こ
と
に
は
驚

い
た
が
、
市
民
の
利
便
性

か
ら
も
好
評
だ
と
の
こ
と
。

市
庁
舎
と
他
の
利
用
と
の

併
用
の
一
つ
の
事
例
だ
と

い
え
る
。
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特別委員会 視察報告

交
通
網
問
題
調
査
特
別
委
員
会　
7
月
18
日
〜
19
日

防
災
対
策
調
査
特
別
委
員
会　
7
月
18
日
〜
19
日

し
た
。
本
市
も
今
年
初
め

て
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
応

募
す
る
予
定
で
あ
り
、
大

変
参
考
に
な
っ
た
。

　

一
般
質
問
欄
に
各
議
員

に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
し
、

質
問
時
の
録
画
映
像
（
ユ

ー
チ
ュ
ー
ブ
）を
手
軽
に
視

聴
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

る
の
は
特
徴
的
で
あ
っ
た
。

　

両
市
と
も
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
身
近
に
読
ん
で
い

た
だ
け
る
広
報
紙
に
し
よ

う
と
努
力
さ
れ
て
い
る
。

本
市
も
今
回
の
視
察
を
参

考
に
、
よ
り
よ
い
「
議
会

だ
よ
り
」
発
行
に
努
力
し

た
い
。

用
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。

　

運
賃
差
異
に
つ
い
て
は
、

一
定
の
理
解
を
得
ら
れ
て

い
る
。　
　

　

利
用
促
進
策
は
、
広
報

紙
へ
の
年
一
回
無
料
乗
車

券
の
掲
載
や
、
一
部
「
フ

リ
ー
降
車
区
間
」
を
設
定

し
て
い
る
。

　

課
題
は
、
地
域
の
要
望

に
応
じ
た
バ
ス
停
が
多
く
、

所
用
時
間
が
長
く
、
利
便

性
が
損
な
わ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

　

2
市
と
も
、
地
域
状
況

に
応
じ
た
公
共
交
通
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
効
率
的

に
進
め
て
い
る
。
本
市
も

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
形

成
が
望
ま
れ
る
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会　
7
月
18
日
〜
19
日

議
会
B
C
P
（
業
務
継
続

計
画
）
策
定

（
滋
賀
県
大
津
市
）

　

二
元
代
表
制
の
趣
旨
に

の
っ
と
り
、
議
決
機
関
と

し
て
の
非
常
時
の
機
能
維

持
に
資
す
る
次
の
事
を
目

的
と
し
て
策
定
さ
れ
た
。

①
大
津
市
で
は
発
災
時
に

市
対
策
本
部
は
設
置
さ
れ

る
が
、
議
会
側
が
本
部
に

参
画
し
て
い
な
い
こ
と
、

②
通
年
議
会
と
し
、
専
決

を
さ
せ
な
い
と
い
う
思
い

を
も
っ
て
、
被
災
直
後
で

あ
っ
て
も
議
会
開
会
が
で

き
る
状
況
を
維
持
す
る
こ

と
で
あ
る
。

　

大
津
市
議
会
の
独
自
性

地
域
公
共
交
通
の
取
組
み

（
兵
庫
県
宍
粟
市
）

　

県
内
2
番
目
の
広
い
面

積
で
交
通
空
白
地
を
な
く

し
、
市
内
一
律
2
0
0
円

で
移
動
で
き
る
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
イ
バ
ス
か
ら
路
線

バ
ス
に
平
成
27
年
11
月
再

編
（
県
内
初
）
し
た
。　

　

さ
ら
な
る
利
用
促
進
策

の
取
組
み
と
し
て
、
幼
稚

園
等
を
対
象
と
し
た
出
前

講
座
。
観
光
業
者
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
た
1
日
乗
車
券

の
発
売
等
。

  

ま
た
、
次
の
世
代
に
バ

ス
を
残
す
取
組
み
と
し
て
、

バ
ス
に
乗
る
習
慣（
文
化
）

づ
く
り
が
課
題
と
し
て
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。

（
和
歌
山
県
紀
の
川
市
）

　

市
内
を
運
行
す
る
公
共

交
通
は
、路
線
バ
ス
、コ
ミ

ュ
ニ
テ
イ
バ
ス
、地
域
巡
回

バ
ス
、デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ

ク
シ
ー
を
運
行
し
て
い
る
。

　

2
市
共
同
運
行
路
線
は
、

生
活
圏
を
形
成
し
て
お
り
、

買
い
物
、
通
院
、
通
学
利

議
会
だ
よ
り
の
編
集

（
和
歌
山
県
海
南
市
）

　

横
書
き
を
多
く
取
り
入

れ
て
い
る
こ
と
や
、
文
字

の
大
き
さ
や
空
間
を
入
れ

る
な
ど
工
夫
し
た
紙
面
に

な
っ
て
お
り
、
見
や
す
く

明
る
い
広
報
紙
に
な
っ
て

い
る
。
表
紙
写
真
は
、
子

ど
も
を
テ
ー
マ
と
し
、
毎

号
子
ど
も
の
イ
ベ
ン
ト
的

な
も
の
を
掲
載
し
て
い
る
。

　

広
報
委
員
会
を
平
成
28

年
よ
り
常
任
委
員
会
化
し
、

市
民
に
と
っ
て
読
み
や
す

い
も
の
に
し
よ
う
と
毎
回

進
歩
し
て
い
る
様
子
が
う

か
が
え
た
。

　

本
市
の「
議
会
だ
よ
り
」

に
つ
い
て
は
、
文
字
数
が

多
く
、
市
民
の
方
に
は
読

み
づ
ら
い
の
で
は
な
い
か

と
の
感
想
も
い
た
だ
い
た
。

今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（
和
歌
山
県
橋
本
市
）

　

近
畿
市
町
村
広
報
紙
コ

ン
ク
ー
ル
で
奨
励
賞
を
受

け
て
い
る
経
緯
が
あ
り
、

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
勉
強
し

た
い
と
の
思
い
で
視
察
を

熱心に意見交換をする委員（和歌山県海南市）

紀の川ぷるぷる娘の歓迎を受けて（和歌
山県紀の川市）

を
強
く
感
じ
る
と
と
も
に
、

本
市
議
会
の
あ
り
方
を
考

え
さ
せ
ら
れ
た
。

防
災
デ
ジ
タ
ル
無
線
整
備

（
京
都
府
南
丹
市
）

　

4
町
の
合
併
で
で
き
た

市
で
、
う
ち
1
町
で
防
災

ア
ナ
ロ
グ
無
線
が
整
備
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
受
け
、

新
市
全
域
で
の
デ
ジ
タ
ル

防
災
無
線
の
整
備
を
手
掛

け
ら
れ
た
。
市
域
面
積
は

6
0
0
㎢
強
、
世
帯
数
は

本
市
の
3
分
の
1
ほ
ど
。

整
備
予
算
は
17
億
5
千
万

と
い
う
こ
と
だ
が
、
本
市

規
模
で
単
純
に
算
定
す
る

と
、
莫
大
な
額
と
な
る
。

本
市
の
防
災
無
線
デ
ジ
タ

ル
化
の
所
見
30
億
円

を
考
え
る
と
、
い
た

し
か
た
な
い
額
で
あ

る
。

　

本
市
担
当
部
署
で

は
、
デ
ジ
タ
ル
化
の

内
容
を
検
討
中
で
あ

る
が
、
費
用
と
機
能

を
天
秤
に
か
け
る
こ

と
と
な
り
、
大
き
な

課
題
で
あ
る
と
改
め

て
感
じ
た
。

大津市議会ではＢＣＰ（業務継続計画）を平成26
年３月に策定（滋賀県大津市）



とよおかし議会だより　2017.8.25  ○16

各委員会 視察報告

議
会
運
営
委
員
会　
7
月
24
日
〜
25
日

　ICT 機器を活用した、6 年生の算数の授業「円の中
の図形の面積の求め方を考える」を視察した。
　先生が問題の図をスクリーンに表示し、その図がす
ぐに各児童のタブレットに送られる。児童はまずタブ
レットでどのように面積を出すのかを各自考え、タブ
レット上にペンで書きこみ、代表の児童のタブレット
の内容をスクリーンに表示させ発表させる。児童が自
分の考えを改めて黒板やホワイトボードに書く時間も
短縮され、スムーズに授業が展開。児童たちは集中し、
先生と児童とのコミュニケーションもしっかりできて
おり、ICT 活用によるコミュニケーション不足の心配
などはまったく感じられなかった。
　児童が課題について考える時間や発表について話し
合う時間が長くとれていることは、ICT 機器をツー
ルとして活用している効果であると実感した。児童も
いきいきと授業を受けていた。今後、さらに効果的な
ICT 活用を期待する。

　昨年 12 月に稼働したばかりの施設である。再生可
能エネルギー固定価格買取制度を活用した木質バイオ
マス発電は、これまで利用されずに放置されていた間
伐材等を「発電用燃料」として利用することで、災害
防止と、木材価格の下支えとともに新たな収益を生み
出すことで林業経営の安定化にもつながるとして、平
成 24 年勉強会からスタートして稼働したものである。
　広い敷地には、県内各地から運び込まれた木材が積
まれ、見慣れない重機が動き回っていた。20 年間の固
定価格で木材は 1 トン 6,700 円、発電を通して林業の
安定化を図るという目標が伝わる事業であり、また近
年若者が、林業に多く働くようになったと聞き、二重
に嬉しい視察であった。

小水力発電所（兵庫県三木市）
　ダムから、計画的に放出される水を利用しており、
設備を設置すれば、燃料費のいらない発電所であり、
日本の地形に合った再生エネルギーだと再認識した視
察であった。

タブレットを活用した授業発電の燃料に使われるチップの山（兵庫県朝来市）

議会改革の先進的な取組みを聴く（滋賀県
長浜市）

会
改
革
を
推
進
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
二
元
代
表
制
を

強
く
意
識
し
、
議
会
と
執

行
部
と
の
立
場
を
明
確
に

し
、
市
・
市
民
に
関
す
る

課
題
・
問
題
に
対
し
、
執

行
部
と
は
別
に
議
会
独
自

に
市
民
の
要
望
・
意
見
を

聴
く
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

執
行
部
と
の
な
れ
合
い

を
廃
し
て
議
会
の
役
割
を

再
定
義
し
、
公
開
度
を
上

げ
て
説
明
責
任
を
果
た
す

な
ど
、
活
性
化
の
た
め
の

運
営
ル
ー
ル
を
定
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
議
会

と
市
民
と
の
距
離
感
を
無

く
す
る
こ
と
が
、
最
大
の

議
会
改
革
で
あ
る
と
感
じ

た
視
察
で
あ
っ
た
。

議
会
改
革
の
取
組
み

（
滋
賀
県
長
浜
市
、
岐
阜

県
可か

児に

市
）

　

い
ず
れ
も
議
会
改
革
度

調
査
ラ
ン
キ
ン
グ
で
上
位

に
位
置
す
る
議
会
で
あ
る
。

近
年
、
は
や
り
言
葉
の
よ

う
に
言
わ
れ
る
議
会
改
革

の
始
ま
り
は
、
北
海
道
夕

張
市
の
破
綻
で
、
議
会
が

監
視
機
能
を
果
た
せ
な
か

っ
た
こ
と
を
受
け
、
襟
を

正
そ
う
と
隣
町
の
栗
山
町

議
会
が
2
0
0
6
年
に
制

定
し
た
議
会
基
本
条
例
。

議
会
改
革
の
柱
と
し
て
全

国
各
地
の
議
会
が
制
定
を

し
て
い
る
。

　

長
浜
市
、
可
児
市
両
市

と
も
、
議
会
基
本
条
例

に
掲
げ
る
内
容
を
検
証

し
、
議
会
の
あ
る
べ
き
姿

を
追
求
し
て
い
る
。
そ
れ

ぞ
れ
強
く
注
力
さ
れ
て
い

る
分
野
に
は
違
い
が
あ
る

が
、
共
通
し
て
い
る
こ
と

は
、
議
会
基
本
条
例
制
定

後
、
実
施
検
証
に
当
た
っ

て
は
大
学
研
究
者
と
の
連

携
や
研
究
会
な
ど
へ
の
出

席
を
通
し
、
さ
ら
な
る
議

文教民生委員会　6月30日（金）

ICTを活用した教育の現状
豊岡市立港東小学校　6年生

建設経済委員会　7月26日（水）

ふたつの再生可能エネルギー
木質バイオマス発電所（兵庫県朝来市）



○  2017.8.25　とよおかし議会だより17

市民団体との懇談会・意見交換会を開催しました！

各地域から集まった15名のお母さんとの懇談会（アイティ7F）

昨年出荷額日本一の豊岡鞄協会との懇談会（豊岡市役所7Ｆ）

商工団体との懇談会（豊岡市役所7F）

 

　
　子育て世代との懇談会を開催した。
　子育て真っ最中のお母さんたちから日頃感じている「子
育て」に関する率直な生の声を聴くことができた。
　懇談会中は、お子さんを同じアイティ 7 階で一時保育。
ゆったりとした気持ちで、初めて会ったお母さんたちとの
意見交換をすることができた。
　本年度からの新しい市の取組みである「ファミリー・サ

ポート・センター事業」と「おやこ支援室」の具体的な事例などを議員が説明。
　その後のワークショップでは、さまざまな観点から子育ての悩みや、議会に対しての要望を聞くことができた。

 

　 　 　
　鞄協会との懇談会を開催した。豊岡市の特産業であり、昨
年出荷額が日本一の産地となった業界の鞄生産の歴史、時代
の波に突き動かされながら、グローバル化の下、生産を海外
に求めた企業の苦労、業界の再編などを経た近年の鞄生産・
販売の動向、さらに人材確保など当面する業界のもつ問題な
どが語られ、課題意識の共有化を図る有意義な懇談となった。

　商工会議所ならびに商工会との懇談会を開催した。それぞ
れの組織の現状や課題の報告があった。特に小売商業は、量
販店やチェーン店の進出、後継者不足、事業主の高齢化など
で廃業を余儀なくされているなどの意見があった。商店街の
維持が困難なことや、商工会議所、商工会の組織率が後退し
ていることなどは委員会としても共通の課題だと痛感した。

 議会広報特別委員会　「第30回近畿市町村広報紙セミナー」に初参加‼　7月25日～26日
▼大阪市内で開催された「第30回近畿市町村広報紙セミナー」に、委員会委員2名と事務局を加えた3名が派遣され、
広報紙作成のノウハウを学んだ。
▼このセミナー受講は、毎年行われている「近畿市町村広報紙コンクール」に参加するために必要な条件でもあり、
今議会だより62号を豊岡市議会として初めて応募する予定である。この取組みにより、第三者の目による客観的
な評価を受け、今後の紙面づくりに生かしたいと考えている。
▼両日は、近畿一円から80の地方公共団体の114名もの広報担当者等が参加。講師は、現役の新聞編集責任者など
のプロ。市民に読んでもらえる広報紙をどう作るのか等の講義を受講した。編集理念に始まり、特集記事の作り方、
校正のテクニック、市民の心をつかむ表
紙写真など、多くの具体的なポイントを
学ぶことができた。
　特に「読む義務は市民側にはない！」
という言葉を通して、いかに親しみを
もって手に取ってもらえる広報を作るか、
大変参考になった。来年も引き続き委員
会として参加するべきだと強く感じた。 読み手に届く文章の書き方について学ぶ（毎日インテシオビル）

文教民生委員会　7月5日（水）

子育て世代との懇談会

建設経済委員会　6月29日（木）

豊岡鞄協会との懇談会

6月30日（金）
豊岡商工会議所・　　　　

豊岡商工会との懇談会
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文教施設の見直し
　図書館をはじめ、植村直己冒険館等の施

設の見直しを検討中とのことだが、多くの市民が
利用可能な施設整備に重点をおき、魅力ある施設
が実現できるよう努められたい。（文教民生委員会）

民泊の運用
　無秩序な推進が行われることは、ホテル・

旅館などの宿泊業のみならず観光関連産業にまで
大きな影響を与える一方で、農家体験等の地域活性
化の一つの手法として期待できる。民泊の法案は

「住宅宿泊事業法」として国会にて審議中である。
市としても早急に検討を行い基本方針を定めて、国
や県に対し地域の実情に応じた運用ができるよう
働きかけられたい。 （建設経済委員会）

敬老会予算
　市長から30年度以降、各区等への敬老会

開催の補助金は予算化しない、 との発言があった
が、多くの区等で長年、高齢者の憩いの場となり、
楽しみにされている。敬老会事業の実施に大きな
手助けとなっているため、当該補助金の現状を十
分に検証し、再度、検討を図られることを強く要望
する。 （文教民生委員会）

１～２月豪雪被害への支援
　大きな被害を受けた農業への補償等は支

援が行われようとしているが、他産業への影響
も甚大であり、JRを含む公共交通の不通等による
観光客のキャンセル等の影響についても、支援策
および再発防止策の検討を求める。
 （建設経済委員会）

図書館については、図書館の役割を堅持しつ
つ、市民にとってより身近で利用価値のある

場所となるように設備（空調・照明）改修と談話
室の整備を予定している。
　また、植村直己冒険館については、将来の指定
管理者と一緒に、ソフトやプログラム、施設改修な
どを考え、市民により愛される施設を目指すため、
本年度はパートナー候補者やパートナーの条件を
整理する調査を開始する。 （生涯学習課）

民泊新法の導入にあたり、区長会や観光団体
等から広く意見聴取を行う予定である。また、

現時点では関係法令や政省令等詳細が明らかでな
いことから、国の動向も注視しながら、今後、市
としてどのような運用が可能かを、県と緊密に連
携した形で検討していく。 （大交流課）

29年度で敬老会補助金を廃止する方針だが、
現在各区で実施されている敬老会事業を否定

するものではない。他に有効な事業実施も可能と
なるよう、使途を限定せずにコミュニティに交付
することを選択肢の柱とするが、他にも有効な活
用方法がないかも併せて検討していきたい。
 （コミュニティ政策課・高年介護課）

不測の事態が生じた場合には、公共交通機関
等の交通事業者から運行情報を収集し、各観

光協会を通じて関係者への情報提供に努めるとと
もに、代替ルートの案内対応など関係機関との連
携に努めていきたい。 （大交流課）

3月定例会の委員会審査における
委員会意見と当局回答

　6 月議会で市長から第 90 号議案「豊岡市基本構想の策定について」が
提案された。これは現在の豊岡市基本構想の計画期間終了に伴い、新たに
今後 12 年間にわたる目指すまちの姿を描き、今後のまちづくりの指針と
なる新たな基本構想を策定しようとするものである。
　本委員会は、全会派から参加する 10 人の委員で構成。休会中の継続審査として 9 月議会での議決に向け、鋭
意審査を行っている。現在までに 8 回の委員会を開催。当局から詳細に説明を受けたうえで論点整理を行いな
がら、委員会審査の最終段階を迎えている。市民の皆さまにご理解と納得をいただける基本構想となるよう全
力で取り組んでいきたい。

基本構想審査特別委員会を設置
閉会中の継続審査を進めています‼︎
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ふるさと納税
　29年度予算の歳入は、前年度より1億円少な

い3億円が計上されている。減額の理由は、高額返礼
品による競争激化などによるとのことであるが、コウ
ノトリ野生復帰事業や市民福祉などの事業に充当さ
れており、返礼品の創意工夫や、本市のピーアール
に積極的に取組み、できるだけ多くの納税の確保に
努められたい。 （総務委員会）

ファミリー・サポート・センター事業
　大きな期待がある一方で不安の声もあ
る。会員同士の相互援助が前提の事業

であるが、実施にあたっては、市として、適正な
チェック、指導体制づくりに努め、子どもの安心、
安全が十分に確保されるよう図られたい。
 （文教民生委員会）

新しい地域コミュニティ
　さまざまな不安が払拭できていないという

声を聞く。市当局には、調整等において、地域間の
バランスが崩れないよう、積極的なリーダーシップ
を発揮されたい。 （文教民生委員会）

建物や設備等の保守点検業務
　前年と同じ業者への業務委託を前提と

した事例があるが、本市の公共施設マネジメン
トの考え方に即した、持続可能で効率的・効果
的な委託契約方法の調査・検討に努められたい。
 （総務委員会）

放課後児童クラブ
　利用者が100人を超えるクラブが存在して

いる。適切な遊びおよび生活の場の提供と、健全な
育成が実現できる施設運営の確保に努められたい。ま
た、人材の確保のため、保育士、放課後児童クラブの指
導員等の処遇改善を図り、働きやすい環境づくりに
努められたい。 （文教民生委員会）

子どものいじめ問題
　定期的にいじめアンケートを実施する

など実態の把握と対処に努め、学校園、地域、
家庭をあげて子どもたちにしっかりと寄り添い、
子どもはみんなで守るという、いじめ撲滅の取
組みをさらに強化されたい。 （文教民生委員会）

総務省は平成29年４月、高額返礼品による競争
激化を抑制のため、寄付金額に対する返礼割合

を３割以下とするよう自治体に見直しを求めている。
より魅力的な市内産品の返礼品の充実と業務の効率
化と新聞、雑誌等への広告掲載や、本市出身者への
周知による新規寄付者の増加とメール発信等により
謝礼品の情報提供など、リピーターの増加を図る取組
みを進める。 （政策調整課）

実施にあたっては、子どもの安心、安全
を第一に考え、「まかせて会員」の講習に

保健師による安全対策・事故防止の項目を組み
込むとともに、事故の対処方法の習得のため、
消防署における普通救命講習を義務付けている。
また、事前打ち合わせの際に、アドバイザーが預
かり場所（「まかせて会員」の自宅）の安全確認
や留意すべき点の指導を行い、安全に子どもの
預かりが行えるよう努める。 （こども育成課）

新しい地域コミュニティは、住民自治を行うも
のであり、それぞれの地域事情によって異なっ

た活動がなされるのが当然だと考えている。市が
リーダーシップをとるのではなく、各地域コミュニ
ティ組織が地区にあった運営や活動ができるよう、
担当職員がフォローを行っていく。
 （コミュニティ政策課）

公共施設マネジメント基本方針において、
「公共施設マネジメント３原則」の一つと

して、「効率的・効果的な維持管理・運営」を掲
げており、施設の保全や保守点検について、よ
り効率的な委託のあり方について検討する。
 （財政課）

利用者が100人近くいるクラブは、市の運営基
準に従い、１つのクラブの児童を２クラスに分

けて適切な支援が提供できるよう努めている。また、
放課後児童クラブ支援員の月額給は、県内でも標準
的な水準となっており、今後も市の他職種との均衡
にも配慮し、給与改善の検討が必要となれば、関係
部署と協議を行う。 （こども育成課）

本市は、いじめの問題は社会全体で取り組
む問題であるという認識のもと、関係機関

等と緊密な連携を図りながら、学校と一体となっ
た取組みを進めている。各校では、教職員が未
然防止、早期発見・早期対応に努め、取組状況
の発信等を通して家庭・地域との連携強化と計
画的な研修の実施等により、学校・教師の対応
能力向上と組織で対応する体制の強化を図って
いる。 （こども育成課）

その後どうなった?!
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議会広報特別委員会

2020○「とよおかし議会だより」は、環境に優しい
ベジタブルインキで印刷しています。
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▶議会は何となく遠い存在のように感じていたが、実際は市
民の生活に寄り添った議論が交されていることが分かった。
また、目先のことだけではなく、数年先の将来を見据えて課
題を見つけたり対策を練ったりされていることも知った。�
� （20代女性）
▶市のこと、市民のことを考えた緊張感のある議論がなされ
ているように感じた。市政のチェック機能としても非常に重
要な場であることが理解できた。（20代男性）

他にもたくさんのご意見をいただきありがとうございました。皆さまから
の貴重な意見を参考にさせていただきながら、今後の議会運営等に生かし
ていきたいと存じます。

　

全
国
市
議
会
議
長
会
か
ら
表
彰

が
あ
り
、
福
田
議
長
か
ら
次
の
方

に
伝
達
が
あ
り
ま
し
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会

議
員
35
年
以
上
表
彰

村
岡　

峰
男　

議
員

全
国
市
議
会
議
長
会

議
員
15
年
以
上
表
彰

伊
藤　
　

仁　

議
員

　
　

広
川　

善
徳　

議
員

伊藤　仁議員 村岡峰男議員 広川善徳議員 福田嗣久議長

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

議会を傍聴してひと言議会を傍聴してひと言

9月定例会の日程（予定）
開　 　　会 9月1日（金）

一般質疑・質問 9月11日（月）
～14日（木）

委員会審査
（予算決算委員会）

9月14日（木）・
26日（火）

委員会等審査
（常任委員会・分科会）

9月19日（火）・
 20日（水）

委員会審査
（特別委員会） 9月26日（火）

閉　 　　会 9月29日（金）

※会議の日程は予定です。
※本会議、委員会とも午前９時30分

開会（ただし、9月14日（木）の
予算決算委員会は、本会議（一般
質疑・質問）散会後に開会）

※本会議は市役所議場で開催されま
す。是非、傍聴へお越しください。

※一時保育もありますので、希望され
る方は１週間前までにお申し込みく
ださい。（無料）

　申込先　豊岡市議会事務局
　☎0796-23-1119

（柳まつり！元気いっぱい‼︎豊岡おどり 子ども連）
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